
さわやかバス（泉南市コミュニティバス）の３台目の導入を記念して、披露

式典が樽井駅ロータリーで行われました。従来の紫・緑色の２台のバスに加え、

今回はオレンジ色を基調としたバスが新たに仲間入り。これを機に、これまで

の子どもの安全・安心を見守る「こども110番」の取り組みに加えて、全国で

初となる利用者の突然の心肺停止に備えたAED（自動体外式除細動器）を搭載

しての運行をスタートしました。その他にも聴覚障害者の方にも広く利用して

いただけるよう「筆談ボード」もAED同様すべてのバスに配置されることとな

りました。今後も市民の皆様の利便性向上に向け、様々な取り組み行っていき

ますので、どうぞご利用ください。 （1月30日）
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今月の主な内容

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀483-0001）へ
その他については、下記へ

消防本部
上下水道部（上水道）

（下水道）
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館
人権推進部

薀4 8 5－0 1 1 9
薀4 8 2－6 5 5 1
薀4 8 2－5 0 0 5
薀4 8 3－5 8 7 5
薀4 8 2－7 6 1 5
薀4 8 2－1 0 0 0
薀4 8 2－7 7 6 7
薀4 8 2－7 7 6 6
薀4 8 4－3 5 0 0
薀4 8 3－6 4 4 7
薀4 8 3－4 3 6 1
薀4 8 3－9 3 1 4
薀4 8 3－9 2 6 4
薀4 8 3－9 2 7 0
薀4 8 5－0 7 0 7
薀4 8 3－6 7 8 9
薀4 8 0－2 8 5 5

泉南市の人口（１月末現在）
人　口‥‥‥66,088人
男‥‥‥‥32,126人
女‥‥‥‥33,962人

世帯数‥‥‥24,416世帯

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/kouhou/
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泉
佐
野
岩
出
線 

笊 

笆 笳 

笵 

笘 笞 笙 

寒い冬の季節をじっと耐えてきた桜が、一斉に花
開く季節が今年もやってきました。今回は泉南市内
にある桜の名所の一部を紹介したいと思います。
なお花見の際は、マナーを守ってごみなどは持ち

帰るようにしましょう。
▼問合せ＝情報管理課（内線227）

笊堀河ダム周辺の桜
大阪みどりの百選にも選ばれた美しい山とダム。ダ

ムの周囲に植えられた桜は、山々の緑とのコントラスト
が美しく、水面に映る様子は一見の価値あります。桜の
シーズンともなれば、たくさんの行楽客を見かけます。
●市民の声
根来寺での花見予定でしたが峠が渋滞中のため、急遽、

堀河ダムの花見に変更しました。来て良かったです。

笆市民の里
去年の春、砂川小学校の生徒達が、

将来、花見ができることを願って、ヤ
マモモやコナラとともにソメイヨシノ
の植樹を行いました。今年も東小学校
の生徒による植樹が行われました。
将来的には、桜の名所の一つとなる

かもしれませんね。

笳泉南市農業公園（花咲きファーム）
平成17年4月のオープンとともに植

えられたソメイヨシノやしだれ桜。満
開の桜となるには、もうしばらく年月
がかかりそうな様子。それまでは、チ
ューリップやシバザクラなど季節の草
花を楽しめる行楽スポットとしてご利
用ください。

笘種河神社の桜
桜の季節になると和楽器に

よる「さくらさくら」の演奏
が流れ、老人会や小学校の課
外授業にも利用されるとか。
読書を楽しむ方もいらっしゃ
り落ち着いた雰囲気の名所と
なっています。
●宮司さんの話
３年ほど前に地元の方の協

力を得て、固くなった地面を掘り起こし新たに40本の桜を植えました。
毎年の消毒は大変で虫に刺されることもありますが、利用者の皆さん
はマナーを守ってほとんどごみを持ち帰ってくれるのが嬉しい。

笙あいぴあ泉南と市民体育館前の桜
毎年、泉南市ＡＢＣ委員会により、ボン

ボリ提灯の飾り付けが行われます。夜には
提灯のやわらかな光にライトアップされた
桜が独特の風情を漂わせます。
●市民の声
毎日、通る道なのでここの桜を見ると春

を実感します。

笞男里川沿いの桜
川の土手一列に並んだ桜は対岸からも楽しむこ

とができ、近くで見れば桜のトンネル。桜の通り
抜けのできるポイントとなっています。
●市民の声
散歩でよくこの土手を通るが、桜の季節は、少

し得をしたような気分になります。

笵史跡海会寺跡
しせきかいえじあと

広場の桜
約1350年前に建てられた

「海会寺」跡とその建立を行っ
た豪族の住居跡（寺域東隣）で
咲き誇る桜は、隣接する一岡神
社の桜とともに広く市民の方に
親しまれています。寿命約100
年といわれる桜の木、1350年
前にも咲いていたかどうか定か
ではありませんが、ふと歴史に
思いをはせてみたくなる桜の名
所ではないでしょうか。



ス
タ
ッ

フ
が
出
前

を
し
て
遊

び
の
場
を

提
供
し
ま

す
。
▼
と

き
＝
笊
３

月
９
日
貊
笆
16
日
貊
午
前
10
時

〜
11
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
笊
り
ん

く
う
南
浜
２
号
緑
地
（
通
称
カ

メ
公
園
・
駐
車
場
あ
り
）
笆
牧

野
公
園
（
駐
車
場
な
し
）
▼
対

象
＝
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護

者
▼
内
容
＝
季
節
の
歌
、
手
遊

び
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
親
子
で

の
遊
び
等
▼
そ
の
他
＝
▽
雨
天

の
場
合
中
止
▽
紙
お
む
つ
は
お

持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
▽
お
茶
、

手
拭
、
着
替
え
、
敷
物
な
ど
は

各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
▼
申
込

み
＝
不
要
▼
問
合
せ
＝
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

薀
484
３
３
７
１

広
い
場
所
で
思
い
切
り
身
体

を
動
か
し
な
が
ら
、
親
子
で
の

遊
び
、
友
だ
ち
同
士
の
遊
び
を

存
分
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
▼

と
き
＝
３
月
23
日
貊
午
前
10
時

〜
11
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
り
ん
く

う
体
育
館
（
駐
車
場
あ
り
）
▼

対
象
＝
３
歳
児
（
平
成
14
年
４

月
２
日
〜
平
成
15
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
（
き
ょ
う
だ
い
の
参
加
は

可
能
で
す
）
▼
内
容
＝
運
動
遊

具
を
使
っ
て
の
遊
び
、
集
団
遊

び
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
等
▼
そ
の

他
＝
▽
上
靴
（
親
子
）、
着
替
え
、

お
茶
等
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ

い
▽
お
茶
以
外
は
飲
食
で
き
ま

せ
ん
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
問
合

せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」
薀
484
３
３
７
１

豊
か
な

言
葉
で
想

像
の
世
界

が
広
が
る

…
。
そ
ん

な
「
お
は

な
し
」
を

通
し
て
、

楽
し
い
本
の
魅
力
を
子
ど
も
た

ち
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
▼
と

き
＝
３
月
10
日
貍
午
後
２
時
半

〜
３
時
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
２

階
視
聴
覚
室
▼
対
象
＝
４
歳
以

上
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
▼
定

員
＝
先
着
40
名
（
途
中
の
出
入

り
は
不
可
）
▼
参
加
費
＝
無
料

（
申
込
み
不
要
）
▼
そ
の
他
＝
第

１
土
曜
日
の
午
後
２
時
半
〜
30

分
程
度
、
同
場
所
に
お
い
て
紙

芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」

に
よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す

（
０
歳
か
ら
入
場
可
。
申
込
み
不

要
）
▼
問
合
せ
＝
図
書
館
薀
482

７
７
６
６

保
育
所
（
園
）
や
幼
稚
園
に

通
っ
て
い
な
い
方
、
親
子
で
遊

び
に
き
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
相

談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
▼

と
き
＝
笊
笆
３
月
６
日
貂
笳
笘

３
月
20
日
貂
笙
３
月
13
日
貂
、

27
日
貂
笞
３
月
１
日
貅
、
15
日

貅
、
４
月
５
日
貅
、
19
日
貅
▼

保
育
所
名
・
連
絡
先
＝
笊
信
達

保
育
所
薀
483
４
６
４
２
笆
樽
井

保
育
所
薀
482
０
０
７
４
笳
浜
保

育
所
薀
484
２
６
６
０
笘
鳴
滝
第

一
保
育
所
薀
483
４
０
４
１
笙
ち

び
っ
こ
広
場
（
鳴
滝
第
二
保
育

所
内
の
遊
戯
室
、
所
庭
）
薀
484

３
３
７
１
笞
コ
コ
ア
ン
ジ
ュ
新

家
薀
484
０
１
９
０
▼
開
放
時

間
＝
笊
〜
笙
午
前
10
時
〜
11
時

半
笞
午
後
１
時
半
〜
３
時
▼
問

合
せ
＝
子
育
て
支
援
課
（
内
線

281
）親

子
で
楽
し
く
参
加
し
な
が

ら
友
だ
ち
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん

か
。
育
児
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
笊
４
月
16
日
豺
笆
17

日
貂
午
前
９
時
半
〜
11
時
▼
と

こ
ろ
＝
コ
コ
ア
ン
ジ
ュ
新
家
▼

実
施
期
間
＝
４
月
〜
９
月
の
月

２
回
笊
第
１
、
３
月
曜
日
（
リ

ト
ル
）
コ
ー
ス
笆
第
１
、
３
火

曜
日
（
ハ
イ
）
コ
ー
ス
（
各
々

全
10
回
）
▼
対
象
＝
市
内
に
在

住
す
る
笊
平
成
16
年
４
月
２
日

〜
平
成
17
年
10
月
１
日
生
ま
れ

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
笆
平

成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
各
15
組

（
申
込
順
）
▼
費
用
＝
全
10
回
分

１
千
円
（
材
料
費
・
お
や
つ
代

等
）
申
込
後
の
返
金
は
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
６

日
貂
〜
23
日
貊
（
土
、
日
、
祝

日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
）
ま
で
に
費
用
と
印
鑑
持
参

の
上
、
コ
コ
ア
ン
ジ
ュ
新
家
へ

薀
484
０
１
９
０

５

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ア
ン

ジ
ュ
ミ
ニ
ヨ
ン
」
参
加
者
募
集

４
歳
以
上
は

土
曜
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

「
さ
ん
・
さ
ん
広
場
」

で
遊
ぼ
う

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」
の
出
前
保
育

保
育
所
（
園
）
で

遊
び
ま
せ
ん
か

和
歌
山
大
学
の
実
験
工
作
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
科
学
実
験

教
室
。
テ
ー
マ
は
「
液
体
窒

素
・
大
気
の
圧
力
」。
風
船
が
凍

っ
た
ら
ど
う
な
る
か
な
。
▼
と

き
＝
３
月
31
日
貍
午
前
10
時
〜

正
午
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
生

▼
定
員
＝
30
名
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
22
日

貅
午
後
５
時
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
か
E
メ
ー
ル
で
、

科
学
実
験
教
室
参
加
希
望
、
参

加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
、
参
加
人
数
を
記
入

の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

子
ど
も
の
遊
び
を
通
し
て
、

子
ど
も
、
青
少
年
、
大
人
、
地

域
、
み
ん
な
で
交
流
し
よ
う
。

▼
と
き
＝
３
月
24
日
貍
午
前
９

時
半
〜
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
子

ど
も
の
遊
び
、
講
座
の
発
表
等

▼
対
象
＝
市
内
の
子
ど
も
、
青

少
年
、
大
人
▼
参
加
費
＝
無
料

（
た
だ
し
、
材
料
代
等
必
要
な
も

の
あ
り
）▼
申
込
み
＝
当
日
受
付

▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

動
物
や
生
き
物
を
通
し
て
、

命
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
▼
と
き
＝
３
月
29
日
貅
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
和
歌
山
県
立
自
然
博
物
館

（
海
南
市
）、
和
歌
山
県
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
（
紀
美
野
町
）
▼

対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学
生
▼

定
員
＝
50
名
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
19
日
豺

午
後
５
時
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
か
E
メ
ー
ル
で
、
命

を
考
え
る
参
加
希
望
、
参
加

者
・
保
護
者
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
記
入
の
上
、
青
少
年
セ

ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
笊
３
月
27
日
貂
〜
29

日
貅
笆
４
月
３
日
貂
〜
５
日
貅

の
午
前
10
時
〜
11
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
＝
笊
入
門
編
（
駒
の
動
か
し

方
か
ら
）
笆
初
級
編
▼
対
象
＝

笊
３
日
間
全
て
参
加
で
き
る
小

学
１
〜
３
年
生
笆
３
日
間
全
て

参
加
で
き
る
小
・
中
学
生
▼
定

員
＝
各
10
名
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
19

日
豺
午
後
５
時
（
必
着
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
か
E
メ
ー
ル
で
、

将
棋
教
室
参
加
希
望
、
希
望
の

番
号
（
笊
笆
い
ず
れ
か
）
参
加

者
・
保
護
者
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
記
入
の
上
、
青
少
年
セ

ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
泉
南
楽
し
い
な

読
み
聞
か
せ
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
▼
と
き
＝
３
月
17
日
貍

午
前
10
時
半
〜
12
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
＝
自
主
研
修
学
習
▼
講
師
＝

根
っ
こ
の
会
▼
対
象
＝
18
歳
以

上
の
方
で
、
子
ど
も
に
本
な
ど

を
読
み
聞
か
せ
た
い
方
▼
定

員
＝
20
名
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
E

メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
お
話
や
紙
芝
居

な
ど
の
読
み
聞
か
せ
の
会
を
開

催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
３
月

17
日
貍
午
前
10
時
〜
10
時
半
笆

19
日
豺
午
後
３
時
45
分
〜
４
時

半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
内
容
＝
笊
は
な
さ
か
じ
い

さ
ん
・
そ
ら
い
ろ
の
た
ね
他
笆

く
わ
ず
に
ょ
う
ぼ
う
・
じ
ご
く

の
そ
う
べ
え
他
▼
対
象
＝
小
学

生
以
下
の
子
ど
も
▼
定
員
＝
20

名
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
私
た
ち
の
野
鳥

観
察
会
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま

す
。
▼
と
き
＝
３
月
10
日
貍
午

前
９
時
半
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝

本
田
池
・
君
ヶ
池
▼
内
容
＝
カ

モ
・
サ
ギ
の
観
察
▼
対
象
＝

小
・
中
学
生
▼
定
員
＝
15
名
▼

費
用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
職
種
＝
放
課
後
児
童
会
指
導

員
お
よ
び
青
少
年
セ
ン
タ
ー
指

導
員
補
助
員
▼
対
象
＝
60
歳
ま

で
の
健
康
な
方
▼
提
出
書
類
＝

履
歴
書
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

４

お
も
し
ろ
科
学
実
験

「
命
に
つ
い
て
考
え
る
」

施
設
見
学
会

年

ン

タ

｜

青

少

セ

青
少
年
セ
ン
タ
ー
臨
時

職
員
雇
用
登
録
を
受
付

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
込
み
の
方

に
は
、
２
・
３
日
中
に
確
認
メ
ー
ル
を
送
り

ま
す
の
で
届
か
な
い
場
合
は
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ
。
〒
５
９
０
・
０
５
２
１
泉
南
市
樽
井

８
・
13
・
18

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（e-m

ail：
seishonen-center@

city.sennan.
lg.jp

／
薀
484
３
５
０
０
蕭
482
５
４
２
５
）

将
棋
教
室

入
門
編
・
初
級
編

「
遊
び
の
広
場
」
青
少
年

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

私
た
ち
の

野
鳥
観
察
会広告掲載枠です。

内容については今月号広報せんなんをご覧ください。



▼
と
き
＝
３
月
24
日
貍
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
、
25
日
豸
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
半
、
紙
芝
居

は
25
日
豸
午
後
２
時
〜
３
時
▼

と
こ
ろ
＝
山
田
家
住
宅
（
JR
新

家
駅
徒
歩
５
分
）
▼
出
展
・
出

演
＝
新
家
絵
手
紙
の
会
、
ひ
な

人
形
は
樋
野
ひ
の

修
司

し
ゅ
う
じ

さ
ん
、
紙
芝

居
の
内
容
は
食
野
長
者

め
し
の
ち
ょ
う
じ
ゃ

物
語
で

語
り
は
大
工
だ
い
く

睦
ま
こ
と

さ
ん
▼
入
場

料
・
申
込
み
＝
不
要
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
248
）

泉
南
市
文
化
協
会
お
よ
び
泉

南
美
術
協
会
で
は
、
泉
南
美
術

協
会
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
３
月
28
日
貉
〜
４
月

１
日
豸
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）
▼

と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室

▼
入
場
料
＝
無
料
▼
募
集
作

品
＝
洋
画
（
油
彩
画
、
水
彩
画
、

パ
ス
テ
ル
画
、
ア
ク
リ
ル
画
）

ま
た
は
日
本
画
の
平
面
作
品
で

６
号
〜
50
号
ま
で
の
額
装
、
壁

面
展
示
が
可
能
な
も
の
▼
応
募

資
格
＝
15
歳
以
上
の
方
で
１
人

２
点
以
内
（
自
作
・
未
発
表
の

も
の
）
▼
出
品
料
＝
１
点
に
つ

き
３
千
円
（
各
賞
用
意
）
▼
そ

の
他
＝
出
品
記
念
品
を
進
呈
▼

搬
入
日
＝
３
月
27
日
貂
午
後
１

時
に
直
接
（
搬
入
不
可
の
方
は

前
日
ま
で
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
が

み
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
▼

申
込
み
＝
３
月
17
日
貍
（
日
曜

日
を
除
く
午
後
１
時
〜
５
時
）

ま
で
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
が
み
へ

薀
485
１
１
１
１
▼
問
合
せ
＝
生

涯
学
習
課
（
内
線
247
）

▼
と
き
＝
３
月
31
日
貍
午
後
１

時
半
開
場
、
２
時
開
演
（
４
時

半
終
了
予
定
）▼
と
こ
ろ
＝
あ
い

ぴ
あ
泉
南
１
階
大
会
議
室
▼
演

目
＝
じ
ご
く
の
そ
う
べ
え
、
あ

ら
し
の
よ
る
に
、
モ
チ
モ
チ
の

木
、
千
の
風
に
な
っ
て
、
そ
の

他
詩
、
エ
ッ
セ
イ
、
小
説
▼
入

場
料
＝
無
料
▼
連
絡
先
＝
榎
え
の
き

谷や

薀
485
１
０
５
７
▼
問
合
せ
＝
生

涯
学
習
課
（
内
線
247
）

▼
と
き
＝
３
月

18
日
豸
午
後

２
時
開
演

▼

と

こ

ろ
＝
文
化

ホ
ー
ル
▼

内
容
＝
指

揮
は
宮
崎

み
や
ざ
き

剛
た
け
し

さ
ん
、

ピ
ア
ノ
伴
奏
を

辻つ
じ

登
志
子

と
し
こ

さ
ん
で

思
い
出
の
曲
、
合
唱
組
曲
「
マ

リ
ち
ゃ
ん
の
歩
い
た
夢
」、
ミ
サ

曲
、
タ
ン
ゴ
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
な
ど
を
歌
い
ま
す

▼
入
場
料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝

生
涯
学
習
課
（
内
線
247
）

濃
茶

こ
い
ち
ゃ

、

薄
茶

う
す
ち
ゃ

一
服

差
し
上
げ

た
く
社
中

し
ゃ
ち
ゅ
う

一
同
お
待

ち
し
て
い

ま
す
。

▼
と
き
＝
３
月
24
日
貍
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

あ
い
ぴ
あ
泉
南
３
階
和
室
▼
費

用
＝
１
千
円
（
お
乾
菓
子

ひ
が
し

、
お

菓
子
、
薄
茶
、
濃
茶
付
）
▼
当

番
＝
梶
本

か
じ
も
と

三
根
子

み
ね
こ

▼
連
絡
先
＝

梶
本
薀
483
３
０
１
３
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
247
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
使
っ

て
、
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝

３
月
21
日
豢
午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体
育
館
▼
対

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳

以
上
の
方
▼
定
員
＝
50
名
（
申

込
順
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
内

容
＝
講
義
・
実
習
▼
持
参
品
＝

筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
上
靴
▼

そ
の
他
＝
▽
講
習
会
を
修
了
さ

れ
た
方
に
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器

具
使
用
許
可
証
」
を
発
行
し
ま

す
。
許
可
証
が
な
け
れ
ば
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
（
有
料
）
の
使
用

は
で
き
ま
せ
ん
▽
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
は
小
規
模
で
す
▼
申
込
期

間
＝
３
月
10
日
貍
〜
17
日
貍

（
月
曜
日
午
後
、
火
曜
日
除
く
）

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
▼
申

込
方
法
＝
体
育
館
備
え
付
け
用

紙
に
、
写
真
１
枚
（
３
㎝
×
2.5

㎝
）
を
添
え
て
申
込
み
く
だ
さ

い
▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館
薀

482
１
０
０
０

▼
と
き
＝
３
月
24
日
貍
午
前
10

時
半
〜
12
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
上

野
芝
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
（
堺
市
上
野
芝
町
２
・
８
・

５
薀
０
７
２
・
２
７
９
・
５
６

３
７
）
▼
集
合
＝
同
ス
ケ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
へ
午
前
10
時
10
分
集

合
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
小
学

生
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者
▼

定
員
＝
40
組
（
申
込
順
）
▼
参

加
費
＝
大
人
１
名
に
つ
き
１
千

円
、
子
ど
も
１
名
に
つ
き
500
円

（
傷
害
保
険
料
含
む
）、
観
覧
料

（
滑
走
し
な
い
方
）
１
名
に
つ
き

200
円
▼
そ
の
他
＝
交
通
費
は
各

自
負
担
▼
指
導
員
＝
大
阪
府
ス

ケ
ー
ト
連
盟
公
認
指
導
員
▼
主

催
＝
泉
南
市
体
育
指
導
委
員
協

議
会
・
財
団
法
人
ラ
イ
フ
ス
ポ

ー
ツ
振
興
財
団
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
３
月
10
日
貍
〜
17
日
貍

の
期
間
（
月
曜
日
午
後
、
火
曜

日
除
く
）

に
市
民
体

育
館
へ
薀

482
１
０
０

０

７

泉
南
市
茶
花
道
連
盟
当
番

釜
・
お
茶
会
の
ご
案
内

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
習
会
の
ご
案
内

第
32
回
泉
南
美
術

協
会
展
を
開
催
し
ま
す

泉
南
市
女
声
合
唱
団

30
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

山
田
家
公
開
＆
絵
手
紙
＆

ひ
な
人
形
展
＆
紙
芝
居

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

根
っ
こ
の
会
・
朗
読
発
表
会

親
と
子
の
ア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
教
室

泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
で
は
、

皆
さ
ん
の
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
海
外
で
の
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
語
り
合
う
場
を
作
っ
て
み

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か

ら
海
外
に
行
か
れ
る
方
や
興
味

の
あ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。▼
と

き
＝
３
月
24
日
貍
午
後
２
時
〜

３
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民

館
中
会
議
室
▼
定
員
＝
20
名（
申

込
順
）▼
参
加
費
＝
無
料
▼
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
若
竹

わ
か
た
け

孝た
か

行ゆ
き

さ

ん
（
大
阪
市
北
区
ヴ
ァ
イ
ン
英

語
セ
ン
タ
ー
）
▼
そ
の
他
＝
英

会
話
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン

も
予
定
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

３
月
６
日
貂
〜
20
日
貂
（
土
、

日
除
く
）
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
半
に
電
話
で
政
策
推
進
課

へ
（
内
線
287
）

〜
ひ
ろ
げ
よ
う

ふ
れ
あ
い
の
「
和
」
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

グ
ル
ー
プ
同
士
の
つ
な
が
り
の

輪
（
和
）
を
一
緒
に
広
げ
ま
し

ょ
う
。
▼
と
き
＝
３
月
11
日
豸

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
▼
と
こ

ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
内
容
＝

▽
ス
テ
ー
ジ
／
踊
り
、
楽
器
演

奏
、
紙
芝
居
等
▽
体
験
／
ミ
ニ

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
点
字
、
車

い
す
等
▽
展
示
即
売
／
手
作
り

作
品
の
即
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介
パ

ネ
ル
展
示
等
▽
飲
食
／
非
常
食

試
食
、
パ
エ
リ
ア
、
焼
き
そ
ば

等
▽
素
敵
な
景
品
が
当
た
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選
会
▼
主

催
＝
泉
南
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
▼

問
合
せ
＝
社
会
福
祉
協
議
会
薀

482
１
０
２
７

▼
と
き
＝
笊
３
月
24
日
貍
笆
25

日
豸
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
笆
は
午
後
４
時
ま
で
）
▼
と
こ

ろ
＝
信
達
公
民
館
▼
内
容
＝
作

品
展
示
（
両
日
）、
お
茶
席
（
笊

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
笆
午
前

９
時
〜
正
午
・
有
料
）、
演
技
発

表
（
笆
午
後
１
時
〜
４
時
・
コ

ー
ラ
ス
、
ソ
ー
リ
ャ
、
わ
ら
べ

う
た
等
）
▼
問
合
せ
＝
信
達
公

民
館
薀
483
９
２
６
４

６

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
を

開
催
し
ま
す

第
３
回
泉
南
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

信
達
公
民
館
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す

～世界の旅が、ここからはじまる～
関空を舞台に繰り広げられる、旅の博覧会を今年

も開催。軼見て、体験して、参加できる軻イベント
が盛りだくさん。世界を旅してみたくなる、夢ふく
らむ２日間です。
▼とき＝３月24日貍、25日豸
▼ところ＝関西空港駅南北イベント広場・関西空港
会議場（ホテル日航関西空港内）
▼パフォーマーが集結！ステージイベント＝ワール
ドワイドなステージパフォーマンスショーで海外旅
行気分をお楽しみください。セレブなビッグゲスト
も登場します
▼旅の情報が満載！旅行フェスティバル＝旅に関す
るブースが大集合。旅の情報をお持ち帰りください
▼世界のヘルシー料理に舌鼓！ワールドグルメ屋台
村＝関空にいながら世界の味を体験していただけま

す。珍しいメニューもたく
さん登場予定です
▼好奇心をくすぐる旅情報
満載！最新！海外旅行講
座＝旅の専門家によるショ
ッピング・習慣・マナーな
ど、すぐに役立つ観光情報
や旅の魅力をご紹介
▼旅博をぐるっとまわって素敵な商品をＧＥＴ！関
空一周スタンプラリー＝世界一周の気分を味わいな
がらのスタンプラリー。完走者の中から抽選で、豪
華賞品をプレゼント
▼注意＝イベントの内容については変更となること
があります。最新情報については、ホームページで
ご確認ください
▼問合せ＝関西国際空港譁イベントグループ薀455－
2156（平日午前10時～午後５時）ホームページ
http://www.kansai-airport.or.jp/

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
さ
れ
て
い
る
団
体
の

皆
さ
ん
！
成
果
発
表
や
PR
の
場
と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
４
月
29
日
豢
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ
＝
り
ん
く
う
体
育
館
（
大
阪
府
南
部
広
域
防
災
拠
点
）

▼
対
象
＝
グ
ル
ー
プ
等
団
体
に
限
る

▽
個
人
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん

▽
泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
に
加
入
さ

れ
て
い
な
い
団
体
に
つ
い
て
は
協
力

金
１
千
円
の
負
担
を
お
願
い
し
ま
す

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
20
日
貂

ま
で
に
、
電
話
で
グ
ル
ー
プ
の
名
称
、

代
表
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

詳
細
参
加
内
容
を
商
工
労
働
課
へ

（
内
線
583
）



譛
大
阪
府
国
民
年
金
福
祉
協

会
で
は
、「
わ
か
り
や
す
い
年
金

の
話
」
を
開
催
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
▼
と

き
＝
３
月
22
日
貅
午
後
１
時
〜

４
時
半
（
講
演
・
個
別
相
談
）

▼
と
こ
ろ
＝
サ
ン
ヒ
ル
阪
南

（
阪
南
市
桃
の
木
台
）
▼
講
師
＝

後
藤
田

ご
と
う
だ

慶
子
け
い
こ

さ
ん
（
社
会
保
険

労
務
士
）
▼
定
員
＝
100
名
（
申

込
順
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
そ

の
他
＝
受
講
者
に
は
３
月
16
日

貊
ま
で
に
受
講
票
（
ハ
ガ
キ
）

を
送
付
▼
申
込
み
＝
３
月
14
日

貉
ま
で
に
、
電
話
で
サ
ン
ヒ
ル

阪
南
へ
薀
476
０
８
８
８
▼
問
合

せ
＝
市
民
課
（
内
線
255
）

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
書
面

の
書
き
方
や
契
約
に
つ
い
て
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝

３
月
22
日
貅
午
後
１
時
半
〜
３

時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南

３
階
研
修
室
▼
講
師
＝
消
費
生

活
専
門
相
談
員
・
高
木
た
か
ぎ

暢
江
の
ぶ
え

さ

ん
、
山
本

や
ま
も
と

友
子
と
も
こ

さ
ん
▼
テ
ー

マ
＝
「
こ
ん
な
契
約
や
め
ら
れ

る
？
」
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

３
月
16
日
貊
ま
で
に
電
話
で
商

工
労
働
課
へ
（
内
線
583
）

平
成
19
年
度
に
実
施
す
る
国

際
交
流
事
業
（「
国
際
青
年
育
成

交
流
」「
日
本
・
中
国
青
年
親
善

交
流
」「
日
本
・
韓
国
青
年
親
善

交
流
」「
世
界
青
年
の
船
」「
東

南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」）
の
参
加

青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
▼

問
合
せ
＝
内
閣
府
政
策
統
括
官

（
共
生
社
会
政
策
担
当
）
付
国
際

交
流
第
１
担
当
薀
０
３
・
３
５

８
１
・
１
１
８
１
／
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジh

ttp
:/w
w
w
.cao.g

o.jp
/

k
ory
u
/

ま
た
は
大
阪
府
生
活
文

化
部
次
世
代
育
成
支
援
室
青
少

年
課
（
事
業
推
進
グ
ル
ー
プ
）

薀
０
６
・
６
９
４
１
・
０
３
５

１
（
内
線
４
８
４
４
）

▼
と
き
＝
毎
週
火
、
木
曜
日
午

後
４
時
半
〜
５
時
半（
初
心
者
）、

午
後
５
時
半
〜
７
時
半
（
経
験

者
）
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
警
察
署

▼
対
象
＝
小
学
２
年
生
以
上
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
１
日

貅
〜
30
日
貊
（
詳
細
は
問
合
せ

く
だ
さ
い
）
の
期
間
に
泉
南
警

察
署
少
年
係
へ
薀
471
１
２
３
４

▼
選
考
日
＝
５
月
13
日
豸
▼
受

験
対
象
＝
昭
和
52
年
４
月
２
日

〜
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
▼
採
用
予
定
人
員
＝
男
性

約
435
名
・
女
性
約
45
名
▼
申
込

み
＝
３
月
１
日
貅
〜
４
月
11
日

貉
の
期
間
に
大
阪
府
警
察
本
部

お
よ
び
府
内
の
各
警
察
署
に
設

置
の
申
込
書
で
申
込
み
く
だ
さ

い
▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
警
察
官

採
用
セ
ン
タ
ー
薔
０
１
２
０
・

３
７
０
・
３
１
４
ま
た
は
泉
南

警
察
署
薀
471
１
２
３
４

▼
職
種
＝
一
般
事
務
職
員
▼
職

務
内
容
＝
泉
州
国
際
市
民
マ
ラ

ソ
ン
事
務
局
の
業
務
全
般
▼
資

格
＝
昭
和
22
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
普
通
免
許
を

有
し
、
実
際
に
運
転
が
で
き
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方
▼

採
用
予
定
人
員
＝
１
名
▼
試
験

日
＝
３
月
18
日
豸
▼
試
験
内

容
＝
筆
記
・
面
接
試
験
▼
採
用

予
定
日
＝
４
月
１
日
▼
募
集
要

項
の
配
布
＝
３
月
１
日
貅
か
ら

市
民
体
育
館
で
。
郵
送
で
募
集

要
項
を
請
求
す
る
場
合
は
、
封

筒
の
表
紙
に
職
名
お
よ
び
「
募

集
要
項
請
求
」
と
朱
書
し
、
返

信
用
定
形
封
筒
（
長
形
３
号
に

宛
名
を
記
入
の
上
、
90
円
切
手

を
添
付
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ

い
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月

３
日
貍
〜
11
日
豸
（
月
曜
日
午

後
、
火
曜
日
は
休
館
日
）
の
期

間
に
市
民
体
育
館
へ
薀
482
１
０

０
０

▼
職
種
＝
監
視
員
▼
資
格
＝
昭

和
57
年
４
月
２
日
〜
平
成
４
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
100

m
を
ク
ロ
ー
ル
で
２
分
30
秒
以

内
に
泳
げ
、
所
定
の
研
修
を
受

講
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
▼
募

集
人
員
＝
若
干
名
▼
勤
務
時

間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
の

内
４
時
間
程
度
の
勤
務
（
時
間

変
更
の
場
合
あ
り
）
▼
試
験

日
＝
▽
泳
力
試
験
／
３
月
29
日

貅
・
４
月
５
日
貅
の
ど
ち
ら
か

１
回
（
泳
力
試
験
合
格
者
の
み

筆
記
、
面
接
試
験
）
▽
筆
記
、

面
接
試
験
／
４
月
６
日
貊
（
い

ず
れ
の
試
験
も
午
後
８
時
）
▼

任
用
予
定
日
＝
４
月
中
旬
▼
申

込
み
＝
３
月
７
日
貉
〜
25
日
豸

の
温
水
プ
ー
ル
開
館
日
に
指
定

の
申
込
用
紙
（
３
月
１
日
貅
か

ら
温
水
プ
ー
ル
で
配
布
）
を
サ

ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル
へ
（
郵
送

不
可
）
▼
問
合
せ
＝
サ
ン
エ
ス

温
水
プ
ー
ル
薀
484
２
６
２
７

９

大
阪
府
警
察
官
募
集

消
費
者
講
座

「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

わ
か
り
や
す
い

年
金
の
話

泉
南
警
察
署
少
年
剣
道

推
進
会
員
募
集

任
期
付
職
員
／
一
般

事
務
職
員
募
集

～保護者のネットワークづくり～
「欠席が増えてきて心配」「不登

校について知りたい」など子ども
達の不登校について、ゆっくりと
語りあいませんか。
▼とき＝３月９日貊午後１時～３

時

▼ところ＝樽井公民館１階小会議

室

▼対象＝泉南市在住の中学生以下

の子どもの保護者

▼主催＝泉南市教育委員会

▼申込み＝不要

▼問合せ＝指導課（内線277）

サ
ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル

臨
時
職
員
募
集

▼
と
き
＝
４
月
16
日
豺
（
雨
天

の
場
合
は
23
日
豺
）
▼
集
合
＝

午
前
９
時
JR
阪
和
線
六
十
谷

む
そ
た

駅

▼
解
散
＝
午
後
３
時
頃
JR
阪
和

線
六
十
谷
駅
（
予
定
）
▼
対

象
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で

完
歩
可
能
な
方
（
12
km
健
脚
向

き
）
▼
コ
ー
ス
＝
六
十
谷
駅
〜

小
川
地
蔵
〜
井
関
橋
〜
井
関
峠

〜
大
福
山

だ
い
ふ
く
や
ま

山
頂
〜
有
功
い
さ
お

中
学
校

横
〜
六
十
谷
駅
▼
定
員
＝
30
名

（
申
込
順
）
▼
参
加
費
＝
無
料

（
交
通
費
は
各
自
負
担
）
▼
そ
の

他
＝
昼
食
、
水
筒
は
各
自
用
意
。

靴
は
ハ
イ
キ
ン
グ
用
の
も
の
で

参
加
く
だ
さ
い
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
３
月
19
日
豺
か
ら
泉
南

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
あ
い
ぴ

あ
泉
南
内
。
土
、
日
、
祝
日
は

除
く
）
へ
印
鑑
を
持
参
の
う
え

直
接
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
薀
482

１
０
２
７

堀
河
の
森

の
豊
か
な
自

然
に
ふ
れ
な

が
ら
、
１
日

楽
し
く
里
山

体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
３

月
17
日
貍
午
前
10
時
半
〜
午
後

３
時
（
雨
天
中
止
は
当
日
午
前

６
時
半
か
ら
左
記
電
話
番
号
で

案
内
が
あ
り
ま
す
）
▼
と
こ

ろ
＝
泉
南
市
堀
河
（
堀
河
の
森
、

紀
泉
わ
い
わ
い
村
）
▼
集
合
＝

紀
泉
わ
い
わ
い
村
管
理
棟
前
▼

内
容
＝
山
づ
く
り
、
植
栽
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
携
行
品
＝
弁
当
、

水
筒
、
雨
具
、
作
業
の
で
き
る

服
装
、
軍
手
等
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
譛
大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ

ス
ト
協
会
薀
０
６
・
６
９
４

９
・
５
７
０
５
蕭
０
６
・
６
９

４
９
・
５
７
０
７
／e

-

m
ail:m

idori@
ogtrust.jp

元
気
に
楽
し
い
音
楽
体
操
や

簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
取
り
入

れ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
を

行
い
ま
す
。
▼
と
き
＝
３
月
23

日
貊
午
後
１
時
〜
２
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
対

象
＝
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
所
持
者
ま
た

は
そ
れ
に
準
ず
る
方
▼
携
行

品
＝
タ
オ
ル
、
お
茶
、
体
操
の

で
き
る
服
装
▼
定
員
＝
30
名

（
多
数
の
場
合
は
手
帳
所
持
者
を

優
先
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
16
日
貊

ま
で
に
あ
い
ぴ
あ
泉
南
へ
薀
485

０
７
０
７
蕭
485
０
９
０
９

▼
と
き
＝
５
月
20
日
豸
、
26
日

貍
、
27
日
豸
、
６
月
２
日
貍
の

４
日
間
▼
と
こ
ろ
＝
万
博
記
念

競
技
場
、
な
み
は
や
ド
ー
ム
、

新
大
阪
イ
ー
グ
ル
ボ
ウ
ル
他
▼

対
象
＝
泉
南
市
内
在
住
の
身
体

障
害
者
手
帳
お
よ
び
療
育
手
帳

所
持
者
で
平
成
19
年
４
月
１
日

現
在
、
満
13
歳
以
上
の
方
▼
競

技
種
目
＝
陸
上
競
技
、
水
泳
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
卓
球
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
身
体
障
害
者

の
み
）、
ボ
ウ
リ
ン
グ
（
知
的
障

害
者
の
み
）
障
害
に
よ
り
、
種

目
が
限
定
さ
れ
る
場
合
あ
り
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
15
日

貅
ま
で
に
高
齢
障
害
介
護
課
へ

（
内
線
545
）

地
域
で
暮
ら
す
精
神
障
害
者

の
実
像
を
と
ら
え
て
、
精
神
障

害
へ
の
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
▼
と
き
＝
３
月
24
日
貍

午
後
２
時
〜
４
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
泉
の
森
ホ
ー
ル
（
泉
佐
野

市
）
２
階
大
会
議
室
▼
作
品
＝

▽
私
も
西
成
の
ま
ち
で
生
き
た

い
▽
幻
覚
と
も
妄
想
と
も
仲
良

く
く
ら
す
▽
言
葉
に
で
き
な
い

思
い
の
爆
発
▼
定
員
＝
70
名

（
先
着
順
）
▼
費
用
・
申
込
み
＝

不
要
▼
主
催
＝
南
泉
州
精
神
障

が
い
者
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考

え
る
会
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害

介
護
課
（
内
線
543
）

「
は
ぁ
と
の
会
」
10
周
年
記
念

誰
も
が
か
か
り
得
る
「
こ
こ

ろ
の
病
」
を
も
つ
方
の
こ
と
を

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
３
月
23
日
貊
午
後
１

時
半
（
１
時
開
場
）
▼
と
こ

ろ
＝
阪
南
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

サ
ラ
ダ
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）

▼
内
容
＝
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
▼
講
師
＝
栄

さ
か
え

セ
ツ
コ
さ
ん

（
桃
山
学
院
大
学
助
教
授
）
▼
入

場
料
＝
無
料
（
申
込
み
不
要
）

▼
主
催
＝
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
は
ぁ
と

の
会
」
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害

介
護
課
（
内
線
543
）

▼
と
き
＝
３
月
30
日
貊
午
後
１

時
〜
３
時
（
映
画
上
映
）、
午
後

３
時
〜
３
時
半
（
消
火
訓
練
）

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
市
内
に
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

主
催
＝
泉
南
市
消
防
本
部
・
泉

南
市
施
設
管
理
課
▼
申
込
み
＝

当
日
受
付
▼
問
合
せ
＝
泉
南
市

消
防
本
部
薀
485
０
１
１
９

８

泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

堀
河
の
森
保
全
活
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

精
神
保
健
の
ビ
デ
オ
を

見
る
会

障
害
者
（
児
）
の
た
め

の
体
操
教
室

防
災
映
画
・
消
火
訓
練

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

第
４
回
心
の
病
を

考
え
る
集
い

大
阪
府
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
参
加
者
募
集



各
種
行
事
等
の
お
知
ら
せ
を
い
つ
で

も
電
話
で
お
聞
き
い
た
た
け
る
「
泉
南

市
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
は
３
月
15

日
貅
を
も
っ
て
終
了
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
の
減
少
、
ま
た
機
器
の

老
朽
化
、
広
報
予
算
の
縮
小
な
ど
が
サ

ー
ビ
ス
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
た
理

由
で
す
。

長
年
ご
利
用
頂
い
た
皆
様
に
は
大
変

残
念
な
お
知
ら
せ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
に
ご
満
足
頂

け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
多
大
な
る
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
情
報
管
理
課
（
内
線
227
）
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人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

3月1日,8日,22日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館2階 
商工労働課前 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 
商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

市役所別館2階 
商工労働課前 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀485-1586

知的障害者相談 

市役所 
子育て支援課 

市役所 
税務課 

市役所 
国民健康保険課 

子育て支援課 
薀483-0001 
（内線242） 

税務課 
薀483-0001 
（内線233） 
国民健康保険課 
薀483-0001 
（内線259） 

高齢障害介護課 
薀483-0001 
（内線546） 

母子相談 

社会福祉 
　　協議会 
薀482-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～土曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀483-3755

人権協会 
薀485-1401

農業委員会事務局 
薀483-0001 
（内線551） 

教育相談 

月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 

月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

障害者等住宅改造相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権協会 
薀485-1401

市役所別館2階 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

消費者相談 

毎月第３木曜日 
午後1時半 
　～4時半 

月～金曜日の 
　午前9時～ 
　午後5時 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

せんなん 
ピアセンター 
薀482-0114

月～金曜日 
午後1時～4時 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域就労支援センター 
薀485-1401 
薀483-6447

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域就労支援センター 
薀485-1401

税務課 
薀483-0001 
（内線239） 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

市役所別館2階 
商工労働課 

月～金曜日 
執務時間中 

ハローワーク情報 
（週１回更新） 
ハローワーク情報 
（毎日更新） 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎月第1・3月曜日 
午後2時～3時（整形外科医） 
毎月第2・4木曜日 
午後1時半～2時半（内科医） 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀485-0707

健康相談 

就労支援相談 

総合生活相談 

夜間納税相談 
毎月10日（土日祝 
日は翌執務日） 
午後５時45分 
　　　　～８時 

（カウンセリング） 

確定申告の申告時期のため 
今月はお休みします。 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
482－4111

市役所別館2階 
商工労働課前 

毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

関西国際空港情報：№82

関空スプリングフェスタ2007
～第2滑走路オープン記念～
春のイベント「関空スプリン

グフェスタ」を開催します。旅
の博覧会「関空旅博」をはじめ、
空港や飛行機に関するイベント
が盛りだくさん。８月２日の第
２滑走路オープンに向けて盛り
上がる関空でのイベントに、皆

様もぜひご参加ください。
イベントの詳細については、

ホームページをご覧ください。
http://www.kansai-airport .
or.jp/
▼問合せ＝関西国際空港譁イベ
ントグループ薀455－2156
（平日午前10時～午後５時）

関空連絡橋
ETCサービス開始！
３月１日貅より、関空連絡橋

でETCをご利用いただけるよう
になりました。ご旅行や関空で
のイベント参加に、皆様お誘い
合わせの上、関空にお越しくだ
さい。
▼ETCに関する問合せ＝道路管
理所薀455－2278

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
終
了

の
お
知
ら
せ

「関空スプリングフェスタ２００７」イベント一覧 

開催日 イベント 

3/24貍、25豸 

旅の魅力がいっぱい！「関空旅博２００７」 

3/10貍～4/8豸 
特別塗装機の写真・モデルプレーン展示、 
世界の御馳走フェア等 

3/1貅～3/31貍 「町家小路」春の特別メニューフェア 

スカイビュー　スプリングフェスタ２００７ 
航空お宝＆ジャンク市、パイロット・CAの 
トークショー、空弁販売等 

旅行フェスティバル、ステージイベント、 
世界のグルメ屋台、海外旅行講座等 

４
月
よ
り
介
護
用
品
支
給
事
業
の
一

部
を
改
正
し
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

要
介
護
３
、
要
介
護
４
、
要
介
護
５
の

方
に
限
度
額
内
（
要
介
護
度
に
よ
り
限

度
額
は
異
な
り
ま
す
）
で
の
介
護
用
品

の
現
物
支
給
を
行
い
ま
す
。

１
か
月
あ
た
り
の
限
度
額

▼
要
介
護
３
＝
３
０
０
０
円

▼
要
介
護
４
＝
４
５
０
０
円

▼
要
介
護
５
＝
６
０
０
０
円

３
月
31
日
を
も
っ
て
、
要
介
護
３
の

方
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
泉
南
市
紙

お
し
め
給
付
事
業
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
介
護
課（
内
線
540
）

介
護
保
険
制
度
は
40
歳
以
上
の
皆
さ

ん
が
加
入
者
と
な
っ
て
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
き
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

と
き
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

し
く
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
介
護
保
険
事
業
の
進
捗
状
況

（
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
）
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
介
護
課（
内
線
533
）

大
阪
府
内
の
全
市
町
村
が
加
入
す
る

「
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」

が
、
平
成
19
年
１
月
17
日
、
大
阪
府
知

事
の
設
立
許
可
を
受
け
発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
広
域
連
合
は
、
平
成
20
年
４
月
か

ら
始
ま
る
75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
新
た
な
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
運
営
主
体
と
な
る
も
の
で
す
。

▼
所
在
地
＝
大
阪
市
中
央
区
常
盤
町

１
・
３
・
８
中
央
大
通
Ｆ
Ｎ
ビ
ル
８
階

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
279
）

乳
幼
児
医
療
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

４
月
１
日
よ
り
満
４
歳
の
誕
生
月
の
月

末
ま
で
の
乳
幼
児
に
つ
い
て
、
入
院
・

通
院
と
も
所
得
制
限
な
し
で
助
成
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
15
年
４
月
２
日
生
〜
平
成
16
年

３
月
31
日
生
ま
れ
の
方
を
対
象
に
申
請

書
の
受
付
を
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
お
済

で
な
い
方
、
転
入
等
に
よ
り
通
知
が
届

い
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
310
・

279
）泉

南
市
立
小
・
中
学
校
に
通
学
し
て

い
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
方
で
、
就

学
援
助
費
を
申
請
さ
れ
、
受
給
認
定
さ

れ
た
方
の
後
期
分
の
支
給
日
は
３
月
13

日
貂
で
、
申
請
者
指
定
の
金
融
機
関
へ

振
込
に
て
支
給
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
学
務
課
（
内
線
297
）
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介
護
用
品
支
給
事
業
の
内
容
　

が
一
部
変
わ
り
ま
す

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た

児
童
生
徒
就
学
援
助
費

後
期
分
の
支
給
に
つ
い
て

介
護
保
険
事
業
の
進
捗
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

人口 65,970人 
第1号被保険者（65歳以 
上の被保険者） 

11,617人 

高齢化率（人口に対する 
65歳以上の割合） 17.6％ 

要介護（要支援） 
認定者数 1,978人 

サービス受給者数 1,611人 
利用率（認定者に対する 
サービス受給者 の割合） 

81.4％ 

平成17年度保険給付額 
2,715,628,680円 

（利用者負担分を除く)  

乳
幼
児
医
療
の
受
給
対
象

年
齢
が
拡
大
さ
れ
ま
す

広告掲載枠です。
内容については今月号広報せんなんをご覧ください。



平
成
18
年
の
泉
南
市
職
員
給
与
に
つ
い

て
は
、
平
成
19
年
３
月
中
に
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
公

表
の
予
定
で
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝h

ttp
://w

w
w
.city
.

sennan.osaka.jp/

▼
問
合
せ
＝
人
事
課
（
内
線
275
）

泉
南
市
商
工
会
で
は
、
建
設
の
事
業
を

行
う
一
人
親
方
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
「
労

災
保
険
特
別
加
入
制
度
」
の
加
入
手
続
き

等
の
事
務
代
行
を
４
月
１
日
よ
り
開
始
し

ま
す
。

内
容
お
よ
び
保
険
料
・
手
数
料
等
の
詳

細
は
、
泉
南
市
商
工
会
事
務
局
「
一
人
親

方
労
災
係
」
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
商
工
会
薀
483
６
３
６

５
野
生
の
鳥
獣
を
飼
養
・
捕
獲
す
る
に

は
、
鳥
獣
保
護
法
に
よ
る
「
登
録
」
・

「
許
可
」
が
必
要
で
す
。
４
月
１
日
か
ら
、

鳥
獣
の
飼
養
の
「
登
録
」
と
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
な
ど
の
「
許
可
」
が
、
知
事
か
ら
市

長
に
よ
る
「
許
可
」
・
「
登
録
」
に
変
わ

り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
手
続
き
の
窓
口
が
、
大
阪

府
泉
州
農
と
緑
の
総
合
事
務
所
か
ら
、
市

の
農
林
水
産
課
に
変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
農
林
水
産
課
（
内
線
575
）

泉
南
市
議
会
議
員
、
島
原
正
嗣
さ
ん

（
74
歳
・
自
由
改
革
ク
ラ
ブ
）
が
、
去
る

１
月
15
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
慎
ん

で
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
議
会
事
務
局
（
内
線
209
）
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　 　 　 　 珈 玳 珎
玻 笙 笞 珮 珞 璢 琅
瑯 笄 筍 琲 琺 瑕 琿
瑟 筴 筧 瑜 筱 瑰 瑣
瑪 箘 箟 璋 璞 璧 瓊
珈 笆 笳 玻 珀 珥 珮

３月１日～４月７日・薀4 8 4－2 6 2 7
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　　　　珈玳珎
玻縉笞珮珞璢琅
瑯縹筍琲琺瑕琿
瑟繖筧筰瑩瑰瑣
瑪繼箟璋璞璧瓊
珈縒笳玻珀珥珮

　　　　珈玳珎
玻縉笞珮珞璢琅
瑯縹筍琲琺瑕琿
瑟繖筧瑜筱瑰瑣
瑪繼箟璋璞璧瓊
珈縒笳玻珀珥珮

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

３月１日～４月７日・薀4 8 2－1 0 0 0

　”健康＆体力づくり”の第一歩は、 
　　　　”温水プール”からはじめましょう！ 

※受付は、午前9時～午後5時、但し 
月曜日は正午まで（行事により早く 
閉館する場合があります） 

３月１日～４月７日・薀4 8 3－4 3 6 1

一
人
親
方
の
「
労
災
保
険
・

特
別
加
入
制
度
」
の
ご
案
内

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

泉
南
市
職
員
給
与
の

公
表
に
つ
い
て

メ
ジ
ロ
等
の
飼
養
登
録（
更
新
）等
・
鳥

獣
捕
獲
許
可
手
続
き
が
市
役
所
窓
口
へ

市では、災害時における避難勧告など重
要な防災情報を市民のみなさんへ迅速かつ
的確に提供するために、防災用広報システ
ムの運用を市域の一部で開始します。
「泉南市防災用広報システム」とは、

800MHz帯デジタル電波を利用したＭＣＡ
無線と低軌道衛星通信を併用して、市役所
からの情報を、各子局のスピーカーを通じ
て一斉に発信することができる、同報系通
信システムです。
特に、ＭＣＡ無線は、阪神・淡路大震災

や新潟県中越地震などの大災害において

も、通信の混信や途絶がなく、その高い有
効性、信頼性が実証されています。
市では、これからも子局を順次整備し、

市域全体を網羅する広報システムの整備を
進めていきます。
まず、４月１日より、西信達小学校、鳴

滝第一小学校、樽井小学校、東信達老人集
会場、楠畑老人集会場、童子畑老人集会場、
葛畑老人集会場、紀泉わいわい村第二駐車
場、別所老人集会場、以上９子局の運用を
開始します。
▼問合せ＝政策推進課（内線287）

市では、子ども達の帰宅意識の啓発を
目的として、防災用広報システムを利用
し、帰宅を促す放送を開始します。
近年、子ども達を狙った凶悪事件が多

発しています。暗くなる前に子ども達が
帰宅することは、このような凶悪事件の
予防につながると考えられますので、放

送が鳴れば子ども達に帰宅を促すなど、
皆様のご協力をお願いします。
▼開始時期＝４月２日豺午後４時から
▼放送内容＝チャイムと音声「子どもの
下校時間となりました。地域の皆様の見
守りで子どもを犯罪から守りましょう。」
▼問合せ＝子育て支援課（内線281）

泉
南
市
内
で
は
、
今
年
に
入
り
、
高
齢

者
の
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り
一
層
の
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
信
号
機
を
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う

☆
赤
信
号
で
は
渡
ら
な
い

☆
青
信
号
で
も
ま
わ
り
の
安
全
を
よ
く
確

か
め
ま
し
ょ
う

▼
横
断
歩
道
な
ど
を
渡
り
ま
し
ょ
う

☆
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
少
し
遠
回

り
で
も
必
ず
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う

☆
横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
は
、
右
・
左
を

よ
く
見
ま
し
ょ
う

▼
反
射
材
を
つ
け
ま
し
ょ
う

☆
夜
間
は
明
る
い
服
装
や
反
射
材
を
身
に

つ
け
て
自
分
の
存
在
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
薀
471
１
２
３
４

ま
た
は
環
境
整
備
課
（
内
線
348
）

平
成
18
年
12
月
26
日
、
泉
州
南
な
で
し

こ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
よ
り
、
青
少
年

の
健
全
育
成
活
動
の
推
進
の
た
め
に
ご
寄

付
を
頂
き
ま
し
た
。

ご
厚
志
に
対
し
、
紙
上
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
252
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
宝
く
じ
の
普

及
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
金
を
い
た
だ
き
、
和
太
鼓
（
陸
区
）

と
子
ど
も
神
輿
（
八
幡
山
区
）
を
購
入
し

ま
し
た
。

▼
問
合
せ
＝
商
工
労
働
課
（
内
線
583
）

利
用
会
員
・
協
力
会
員
・
両
方
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
３
月
27
日
貂
〜
４
月

５
日
貅
の
間
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
て
フ
ァ

ミ
サ
ポ
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。

▼
出
張
登
録
＝
笊
３
月
30
日
貊
午
後
３
時

〜
５
時
半
笆
４
月
３
日
貂
午
前
９
時
〜
午

後
１
時
に
市
役
所
市
民
相
談
室
（
申
込
み

は
不
要
）

▼
利
用
料
＝
700
円
〜
（
１
時
間
）

▼
そ
の
他
＝
▽
援
助
活
動
中
の
事
故
に
備

え
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
補
償
保
険
に
加
入
し
、
会
員
が
安
心
し

て
活
動
を
行
え
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す

（
保
険
料
は
泉
南
市
が
負
担
）
▽
登
録

料
・
年
会
費
は
無
料
で
、
登
録
は
随
時
セ

ン
タ
ー
（
一
丘
幼
稚
園
内
）
に
て
受
付
け

て
い
ま
す

▼
会
員
登
録
・
問
合
せ
＝
泉
南
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と
み

る
く
」（
一
丘
幼
稚
園
内
）薀
483
９
６
６
５

３
月
16
日
貊
〜
31
日
貍
ま
で
蔵
書
点
検

等
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
そ
の
期
間
、
本

の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
薀
482
７
７
６
６

３
月
後
半
は
蔵
書
点
検
に
よ
る
休
館
の

た
め
巡
回
は
お
休
み
で
す
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
と
一
丘
団
地
は
２
月
後
半
分
の
代
替

と
し
て
３
月
３
日
貍
に
巡
回
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
薀
482
７
７
６
６

12

鳴滝第二小学校 

楠台１号公園 

ファミール南大阪 

浜老人集会場  

青少年センター 

一丘団地 

八幡山自治会館 

関空マーブルコースト 

西信達公民館 

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:10～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:40

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00

３月１日～４月７日・薀4 8 2－7 7 6 6

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

⑦  
⑦  
①  
①  
②  
②  

３月 ４月 ４月 ３月 

 
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

　　　　珈玳珎
玻笙珥珮珞璢琅
瑯笄珸琲琺筅筵
筥筴筧筰筱筬筮
箝箘箟箍箜箚箋
珈笆珎玻珀珥珮砂川老人集会場 

ルナりんくう サンハイツ和泉砂川 

３
月
後
半
の
巡
回
は
お
休
み
で
す 

４
月
号
に
掲
載
し
ま
す 

４
月
号
に
掲
載
し
ま
す 

　  
　  
⑧  
⑧  
⑨  
⑨  

３
月
後
半
の
巡
回
は
お
休
み
で
す 

●は土曜日の巡回です 

笳⑭ 

笳⑭ 

蔵
書
点
検
に
よ
る
図
書
館

休
館
の
お
知
ら
せ

自
動
車
図
書
館
か
し
の
き
号

巡
回
お
休
み
の
お
知
ら
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

高
齢
者
の
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

実
施
し
ま
し
た

西信達中学校における
個人情報紛失についてお詫び
このたび、西信達中学校教諭が自宅で作業す

るため、担当する生徒の個人情報や成績に関す
る情報を含んだデータファイルをUSBメモリに
いれ持ち出したところ、平成19年1月24日頃紛失
していたことが判明しました。
このような事態が発生し、生徒、保護者、市

民の皆様には多大なご迷惑、ご心配をおかけす
ることになりましたことを深くお詫び申し上げ
ます。 ▼問合せ＝学務課（内線293）



バ
イ
ク
や
軽
四
輪
な
ど
の
税
金
は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
１
年
分
全

額
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
年
度
途
中
で
廃
車

さ
れ
て
も
還
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

使
用
し
な
い
バ
イ
ク
や
車
は
廃
車
手
続

き
を
、
所
有
者
や
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合

は
変
更
手
続
き
を
、
３
月
30
日
貊
ま
で
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
・
受
付
場
所
は

次
の
と
お
り
で
す
。
市
役
所
以
外
で
の
手

続
き
は
各
機
関
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
原
動
機
付
自
転
車
（
50
cc
以
下
、
90
cc

以
下
、
125
cc
以
下
）、
小
型
特
殊
（
農
耕

用
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）、
ミ
ニ
カ

ー▼
受
付
場
所
＝
泉
南
市
税
務
課
課
税
係

（
内
線
251
･
238
）

▼
必
要
な
も
の
＝
▽
廃
車
・
転
出
は
申
告

済
証
（
販
売
証
明
書
）、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
、
所
有
者
お
よ
び
届
出
者
の
印
鑑

▽
名
義
変
更
は
申
告
済
証
（
販
売
証
明

書
）、
新
・
旧
所
有
者
の
印
鑑
お
よ
び
届

出
者
の
印
鑑
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

▽
住
所
変
更
は
申
告
済
証
（
販
売
証
明

書
）、
所
有
者
お
よ
び
届
出
者
の
印
鑑
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

●
軽
四
輪
乗
用
、
軽
四
輪
貨
物
、
軽
三
輪

▼
受
付
場
所
＝
軽
自
動
車
検
査
協
会
（
堺

市
西
区
山
田
２
・
190
・
３
）
薀
０
７
２
・

２
７
３
・
１
５
６
１

●
軽
二
輪
（
125
cc
超
）、
二
輪
小
型
（
250

cc
超
）

▼
受
付
場
所
＝
大
阪
運
輸
支
局
和
泉
自
動

車
登
録
事
務
所（
和
泉
市
上
代
町
官
有
地
）

薀
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
６
０

笊
縦
覧
制
度

納
税
義
務
者
の
方
が
他
の
所
有
者
の
土

地
や
家
屋
と
比
較
し
て
、
価
格
（
評
価
額
）

が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
に
、
土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
を
縦
覧
に
供
す
る
制
度
で
す
。
土
地
価

格
等
縦
覧
帳
簿
に
は
所
在
、
地
番
、
地
目
、

地
積
、
価
格
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
に
は
、
所
在
、
家
屋
番

号
、
建
築
年
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、

価
格
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
４
月
２
日
豺
〜
５
月
31
日

貅
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
半
（
土
、
日
、

祝
日
は
除
く
）

▼
縦
覧
場
所
＝
泉
南
市
税
務
課
課
税
係

▼
縦
覧
で
き
る
方
＝
泉
南
市
固
定
資
産
税

の
納
税
義
務
者
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す

▼
そ
の
他
＝
▽
印
鑑
（
認
め
印
）
を
ご
持

参
く
だ
さ
い

▽
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す

笆
閲
覧
制
度

納
税
義
務
者
の
方
が
名
寄
帳
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
納
税
義

務
者
の
他
、
借
地
・
借
家
人
の
方
も
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
閲
覧
期
間
＝
４
月
２
日
豺
以
降
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
半
（
土
、
日
、
祝
日
は

除
く
）

▼
閲
覧
場
所
＝
泉
南
市
税
務
課
課
税
係

▼
閲
覧
の
で
き
る
方
＝
▽
所
有
者
本
人
お

よ
び
同
居
親
族
の
方

▽
借
地
・
借
家
人
の
方
（
確
認
の
た
め
賃

貸
借
契
約
書
等
の
書
類
が
必
要
で
す
）

▼
そ
の
他
＝
▽
印
鑑
（
認
め
印
）
を
ご
持

参
く
だ
さ
い

▽
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す

▼
笊
笆
問
合
せ
＝
税
務
課
（
内
線
229
・

239
・
316
）

▼
申
告
受
付
期
間
＝
３
月
15
日
貅
ま
で

▼
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

０
時
45
分
〜
５
時
半
（
土
、
日
は
除
く
）

▼
申
告
が
必
要
な
方
＝
▽
平
成
19
年
１
月

１
日
現
在
、
泉
南
市
に
住
所
が
あ
り
平
成

18
年
中
に
収
入
の
あ
っ
た
方

▽
所
得
の
な
い
方
で
、
誰
の
扶
養
親
族
に

も
な
っ
て
い
な
い
方

▼
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方
＝
▽
税
務

署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

▽
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
勤
務
先
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
（
年
末
調
整
済
）
が
提

出
さ
れ
る
方

▼
注
意
＝
平
成
18
年
中
に
学
生
、
家
事
手

伝
い
、
病
気
療
養
等
で
無
職
、
無
収
入
で

あ
っ
た
方
も
所
得
証
明
や
非
課
税
証
明
の

発
行
に
必
要
で
す
の
で
、
申
告
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
（
な
お
、
申
告
は
郵
送
で
も
受

付
し
ま
す
）

▼
申
告
に
必
要
な
も
の
＝
表
の
と
お
り

▼
問
合
せ
＝
税
務

課（
内
線
251
・
238
）

▼
平
成
18
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と

納
税
＝
３
月
15
日
貅
ま
で

▼
個
人
事
業
者
の
消
費
税
、
地
方
消
費
税

の
申
告
と
納
税
＝
４
月
２
日
豺
ま
で

▼
申
告
所
得
税
の
振
替
納
税
＝
４
月
20
日

貊▼
消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
振
替
納
税
＝

４
月
26
日
貅

所
得
税
・
消
費
税
の
納
税
は
、
便
利
で

安
全
・
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
税
務
署
薀
462
３
４

７
１

15

申
告
書
の
提
出
・

納
付
の
期
限
等
に
つ
い
て

バ
イ
ク
・
軽
四
輪
な
ど
の

廃
車
は
３
月
30
日
貊
ま
で
に

平
成
19
年
度
市
・
府
民
税

申
告
の
お
知
ら
せ

市・府民税申告用紙 

印鑑（みとめ印） 

給与所得の方 

公的年金等の方 公的年金等の源泉徴収票 

源泉徴収票・雇用主の支 
払証明書・給与明細書等 

事業主の方 

各種控除証明書類 

収入と経費のわかる帳簿等 

下表参照 

添付書類 

控除証明書 
控除証明書 

受領書 
証明書 

手帳 
領収書 

国民健康保険税（料）・介護保険料等の領収書、 
国民年金保険料の領収書または控除証明書 

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の

縦
覧
・
閲
覧
に
つ
い
て

14

泉
南
清
掃
事
務
組
合
（
清
掃
工
場
）

で
は
泉
南
市
・
阪
南
市
か
ら
の
ご
み
の

市
民
等
に
よ
る
直
接
搬
入
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。

現
在
、
個
人
の
方
の

持
ち
こ
み
に
つ
い
て
は

特
例
と
し
て
、
40
㎏
以

上
の
持
ち
こ
み
も
無
料

扱
い
と
し
て
い
ま
す
が
、

ご
み
減
量
化
対
策
の
一

環
と
し
て
４
月
よ
り
、

下
記
表
に
よ
る
有
料
扱

い
と
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
40
㎏
未
満
の

ご
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

従
来
ど
お
り
使
用
料
は

無
料
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
清
掃
事
務
組
合
薀
484

０
５
８
１

泉
南
市
で
は
、
４
月
か
ら
新
聞
紙
、

雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
お
よ
び
そ
の
他
の

紙
製
容
器
包
装
を
資
源
ご
み
と
し
て
分

別
収
集
を
開
始
し
ま
す
。

収
集
日
は
空
き
か
ん
・
空
き
び
ん
と

同
日
に
行
い
ま
す
。
新
聞
紙
、
雑
誌
、

段
ボ
ー
ル
は
紐
で
縛
っ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

そ
の
他
の
紙
製
容
器
包
装
は
、「
ご
み

の
分
別
と
正
し
い
出
し
方
」
に
掲
載
の

通
り
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
紙
箱
類
＝
食
料
品
や
日
用
品
の
紙
箱

類
、
菓
子
箱
、
テ
ィ
シ
ュ
ー
ペ
ー
パ
ー

の
箱
、
洗
剤
等
の
箱
、
お
も
ち
ゃ
箱
等

▼
紙
缶
・
紙
製
カ
ッ
プ
類
＝
お
菓
子
な

ど
の
筒
型
紙
缶
等
　

▼
包
装
紙
類
＝
デ
パ
ー
ト
等
の
包
装
紙

等
雨
天
の
場
合
は
、
透
明
ま
た
は
半
透

明
の
袋
に
入
れ
て
濡
れ
な
い
よ
う
に
工

夫
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
公
民
館
、
老
人
集
会
所
に
お

い
て
も
引
き
続
き
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

有
価
物
集
団
回
収
団
体
に
ご
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
引
き
続
き

集
団
回
収
団
体
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
483
５
８
７
５

税
務
職
員
を
装
い
、
現
金
自
動
預
け

払
い
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
を
操
作
さ
せ
振
込

み
を
行
わ
せ
る
「
振
り
込
め
詐
欺
」
に

よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ご
不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、
税
務

署
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
税
務
署
薀
462
３
４

７
１

新
聞
紙
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー

ル
等
の
収
集
に
つ
い
て

４
月
か
ら
多
量
の
家
庭
ご
み
の

持
ち
込
み
は
有
料
と
な
り
ま
す

税
務
職
員
を
装
っ
た
不
審
な

電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

搬入量 
40kg未満 

40kg以上60kg未満 
無料 
300円 

以降20kgを増すごとに100円を加えた額 

使用料 

（№73） 

「地域に開かれた学校をめざして」　一丘中学校 
一丘中学校は、昭和50年４月に泉南市の第３番目の中学

校として開校し、今年32年を迎えます。
◆特色ある教育活動
６月に２日間全授業を開放し、８月の日曜日に保護者と

生徒、教職員で学校清掃をしています。授業では、１年生
の国語、数学、英語で少人数授業等を行い、生徒一人ひと
りの個性に応じたきめ細かな指導をしています。また、平
成15年度雇用・能力開発機構の「中高生仕事ふれあい活動
支援事業」協力校指定を受け、毎年11月に２日間２年生が
泉南市内の事業所を中心に職業体験学習を行っています。
◆自主的な生徒会活動
生徒会は、生徒一人ひとりの要求に基づく活動をすすめ

ています。
その第１は、生徒の自治組織であることを活動の基本に

おいています。一学期には年間活動方針と予算について学
級で討議をし生徒総会で採択します。第２は、自主的な生
徒会活動です。新入生歓迎会、文化祭、３年生を送る会な
ど生徒会が担う行事はたくさんあります。その内容を本部
役員や学級で討議して決定していきます。第３は、本部役

員会や委員会の活動を生徒会新聞（START邇）で日常的に
知らせ、自治意識を高めています。
◆活発なクラブ活動
運動部、文化部合わせて15クラブあり、毎日活発に活動

しています。中でも、野球部は平成11年度、12年度、15年
度に大阪府優勝野球大会で優勝し、14年度は準優勝してい
ます。また、吹奏楽部は
大阪府マーチングコンテ
ストで19年連続金賞を受
賞し、大阪府代表として
関西マーチングフェステ
ィバルにも出場し、金賞
を受賞しました。
◆上海市の学校と交流会
今年の２月２日に上海市金苹果

きんへいか

学校の小学校６年生から中
学校２年生までの49名が一丘中学校を訪問してくれました。
吹奏楽部の歓迎マーチングに始まり、生徒会が中心になっ
て、体育館で全体交流会をし、その後クラブ活動に参加し
ながら生徒同士の交流をしました。



▼
投
票
日
＝
４
月
８
日
豸

▼
投
票
時
間
＝
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

▼
投
票
の
で
き
る
方

▽
昭
和
62
年
４
月
９
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▽
平
成
18
年
12
月
29
日
ま
で
に
転
入
の
届
出

を
し
、
引
き
続
き
泉
南
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
方

▼
住
所
移
転
者
の
選
挙
権
の
行
使
に
つ
い
て

最
近
、
住
所
を
移
動
さ
れ
た
方
は
、
投
票

の
場
所
等
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
表

を
ご
覧
に
な
っ
て
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
印
で
投
票
す
る
に
は
、
新
住
所
地
の
市

区
町
村
長
が
発
行
す
る
「
引
き
続
き
大
阪
府

内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
が
必
要

で
す
。

▼
注
意
＝
▽
平
成
18
年
12
月
30
日
以
後
、
大

阪
府
内
の
市
町
村
間
で
住
所
を
移
動
さ
れ
た

方
は
、
前
住
所
地
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
に
は
前
住
所
地
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す

▽
ま
た
、
前
住
所
地
で
投
票
す
る
際
に
は
、

新
住
所
地
の
市
区
町
村
で
発
行
す
る
「
引
き

続
き
大
阪
府
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」
を
提
示
し
な
け
れ
ば
投
票
で
き
ま
せ
ん

▽
し
た
が
っ
て
、
前
住
所
地
で
投
票
さ
れ
る

方
は
、
新
住
所
地
の
市
民
課
（
住
民
課
）
に

申
し
出
て
「
引
き
続
き
大
阪
府
内
に
住
所
を

有
す
る
旨
の
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い

（
た
だ
し
、
最
近
２
回
以
上
、
市
町
村
間
で
住

所
を
移
動
さ
れ
た
方
は
、
取
扱
い
の
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
等
の
理
由
に

よ
り
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
市

役
所
に
お
い
て
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

（
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
る
方
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
）

▼
期
日
前
投
票
の
期
間
＝
３
月
31
日
貍
〜
４

月
７
日
貍
（
土
、
日
曜
日
を
含
む
）

▼
期
日
前
投
票
の
時
間
＝
午
前
８
時
半
〜
午

後
８
時

▼
期
日
前
投
票
の
場
所
＝
市
役
所
別
館
１
階

会
議
室

▼
滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

長
期
出
張
な
ど
で
、
泉
南
市
に
住
所
を
お

い
た
ま
ま
遠
方
で
滞
在
し
て
い
る
方
な
ど
は
、

泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
投
票
用
紙
の

交
付
を
受
け
、
最
寄
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

投
票
を
す
る
滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

▼
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
院

ま
た
は
入
所
し
て
い
る
方
で
、
投
票
日
当
日

に
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
そ
の
病
院
や

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
が
不
在
者
投
票
施
設
に
指

定
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
こ
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

病
院
ま
た
は
施
設
の
事
務
所
な
ど
に
、
投

票
し
た
い
旨
の
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
て
、
身
体
に
重
度
の
障
害

の
あ
る
方
お
よ
び
介
護
保
険
制
度
で
要
介
護

５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
自
宅
な
ど

で
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

（
あ
ら
か
じ
め
申
請
し
て
泉
南
市
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

▼
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
で
き
る
方
＝

笊
身
体
障
害
者
手
帳
に
▽
両
下
肢
、
体
幹
の

障
害
ま
た
は
移
動
機
能
の
障
害
の
程
度
が
１

級
ま
た
は
２
級
▽
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、

膀
胱
、
直
腸
、
小
腸
の
障
害
の
程
度
が
１
級

ま
た
は
３
級
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

笆
戦
傷
病
者
手
帳
に
▽
両
下
肢
、
体
幹
の
障

害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
▽
心

臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
膀
胱
、
直
腸
、
小
腸

の
障
害
の
手
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症

と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

笳
介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
５
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方

▼
注
意
＝
▽
手
帳
の
記
載
だ
け
で
は
、
障
害

の
程
度
が
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い
と
き
は
、

上
記
の
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
と
い
う
大

阪
府
知
事
の
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い

▽
な
お
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う

た
め
に
は
、「
郵
便
投
票
証
明
書
」
が
必
要
で

す
。
ま
だ
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
や
有
効

期
限
の
切
れ
て
い
る
方
は
、
各
手
帳
を
添
え

て
、
泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
対
し
、
交

付
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

▼
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
＝
３
月
31
日

貍
〜
４
月
７
日
貍
ま
で
。
た
だ
し
、
泉
南
市

選
挙
管
理
委
員
長
が
投
票
日
当
日
（
４
月
８

日
豸
）、
投
票
所
を
閉
じ
る
時
刻
（
午
後
８
時
）

ま
で
に
投
票
所
へ
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

必
ず
お
早
め
に
ご
郵
送
く
だ
さ
い

▼
不
在
者
投
票
の
交
付
請
求
手
続
き
＝
あ
ら

か
じ
め
申
請
し
、
交
付
を
受
け
た
「
郵
便
投

票
証
明
書
」
を
添
え
て
、
投
票
日
の
４
日
前

（
４
月
４
日
貉
）
ま
で
に
、
泉
南
市
選
挙
管
理

委
員
長
に
対
し
、
投
票
用
紙
の
交
付
を
請
求

し
て
く
だ
さ
い

▼
手
話
通
訳
者
の
派
遣
＝
視
覚
障
害
者
の
方

に
は
、
投
票
日
当
日
に
手
話
通
訳
者
を
市
役

所
に
配
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
と
す
る

方
は
、
事
前
（
当
日
も
可
）
に
泉
南
市
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
申
し
出
て
（
ご
予
約
）
く

だ
さ
れ
ば
、
そ
の
投
票
所
（
予
約
の
時
間
帯
）

に
派
遣
し
ま
す

17

転入届 
をされ 
た方 

転出届 
をされ 
た方 

投票場所／投票の可否 

届出の日 届出の別 

Ｈ18.12.29以前 

Ｈ18.12.30以後 

Ｈ18.12.29以前 

Ｈ18.12.30以後 

Ｈ18.12.29以前に新住所地に転入 

Ｈ18.12.30以後に新住所地に転入 

全期間 

新住所地で 
投票できる 

他府県から 
転入した方 

他府県へ転出した方 

大阪府内の他 
市町村から転 
入した方 

大阪府内の 
他市町村へ 
転出した方 

投　　票 
できない 

前住所地で 
投票できる 

※ 

※ 

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
薀
483
０
０
０
１（
内
線
260
）

16

先月号にてお知らせした保険税の算定方法等の変更点
については、次のとおりとなります。

変更点縡所得割の賦課方式および
税率の変更（医療分・介護分）

皆様に負担していただく保険税をより公平なものと
し、将来的にも安定した制度とするため、平成19年度か
ら、所得に応じて負担していただく所得割保険税の算定
方法を、市民税額を算定基礎とする方式から、総所得金
額等を基礎とする「所得比例方式」へ変更します。
＜変更する理由＞
税制改正により、個人住民税の税源移譲、定率減税の

廃止が実施され、平成19年度以降市民税額が大幅に増額
となり、従来どおり市民税を算定基礎とする現行方式で
は、税制改正のたびに市民税が直接保険税に反映し、世
代間、世帯間構成で保険税負担のバランスが変わるなど、
個々の世帯への影響が大きいものとなります。
国民健康保険制度は、安定的に運営していく必要があ

ることから、現行方式に比べ税制改正の影響が少ない、
総所得金額等に応じて保険税を計算する「所得比例方式」
へ変更するものです。

※課税所得金額とは
前年中の総所得金額等（収入から必要経費を控除した

金額）から基礎控除額（33万円）を差し引いた金額です。
代表的な所得には次のような所得があります。これらの
所得の合計から基礎控除額を差し引いたものが課税所得
金額となります。
▼給与所得＝収入金額－給与所得控除
▼年金所得＝収入金額－公的年金等控除

▼事業所得＝収入金額－必要経費
▼土地建物等の譲渡所得＝収入金額－取得費－譲渡費
用－譲渡所得特別控除
計算例①給与所得200万円の場合
（200万円－33万円）×9.1％＝151,970円
計算例②年金所得150万円の場合
（150万円－33万円）×9.1％＝106,470円
★今回の方式変更に伴い、増額となり一定の要件を満た
す世帯には、激変緩和措置を実施します

変更点縒資産割の税率の変更（医療分）
医療分の資産割額の税率が、19年度は50％に改定され

ます。

変更点縱均等割額の変更（介護分）
人数に応じて決まる均等割額が変更になります。（介

護分のみ）
▼平成18年度＝１人あたり5,760円
▼平成19年度＝１人あたり7,500円

変更点縟平等割額の変更（介護分）
１世帯当たりに計算される平等割額が変更になりま

す。（介護分のみ）
▼平成18年度＝１人あたり3,600円
▼平成19年度＝１人あたり4,500円

変更点縉賦課限度額の変更（医療分・介護分）
世帯当たりの、賦課限度額が変更になります。
▼平成18年度＝（医療分）460,000円、（介護分）70,000円
▼平成19年度＝（医療分）500,000円、（介護分）80,000円
◎次月広報にて、保険税のモデルケース等を紹介します

シリーズ

〈所得割保険税の計算式〉 

（医療分） 

× 当該年度の 
市 民 税 額  

所得割税率 
　450％ 
（医療分） 

（介護分） 

× 当該年度の 
市 民 税 額  

所得割税率 
　 60％ 
（医療分） 

（医療分） 

× 課税所得金額 
　※印参照 

課税所得金額 
　※印参照 

所得割税率 
　 9.1％ 
（医療分） 

平成18年度 

平成19年度 
（介護分） 

× 
所得割税率 
　  2％ 
（医療分） 

〈資産割保険税の計算式〉 

× 
固定資産税額 

（都市計画税を除く） 

資産割税率 
　 67％ 
（医療分） 

平成18年度 

平成19年度 

× 
固定資産税額 

（都市計画税を除く） 

資産割税率 
　 50％ 
（医療分） 

国民健康保険税の算定方法等の変更のお知らせ②
▼問合せ＝国民健康保険課（内線250・259）



午
前
中
の
相
談
日
が
で
き
ま
し
た
！

４
月
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
幅
広
く
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
第
４
金
曜
日
の

相
談
日
を
午
前
に
変
更
し
ま
す
。

「
女
性
相
談
」
は
、
女
性
を
社
会
の
決

め
ら
れ
た
役
割
や
女
ら
し
さ
に
適
応
す
る

よ
う
に
援
助
す
る
の
で
は
な
く
、
本
人
の

持
つ
力
を
引
き
出
し
て
、
自
分
で
問
題
解

決
が
で
き
る
よ
う
な
援
助
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で

す
。
相
談
に
は
、「
女
性
の
悩
み
の
生
ず

る
し
く
み
」
に
つ
い
て
専
門
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
対
応
し

ま
す
。

自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
表
現
し
な
が

ら
、
い
ま
困
っ
て
い
る
こ
と
と
向
き
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
自
分
を
責
め
る
だ
け
で

は
な
く
、
不
安
の
対
象
を
は
っ
き
り
さ
せ
、

理
由
を
考
え
て
い
き
、
そ
の
心
の
動
き
に

つ
き
合
っ
て
い
く
。
少
し
時
間
が
か
か
る

け
れ
ど
、
自
分
に
力
を
つ
け
る
た
め
に
踏

み
と
ど
ま
っ
て
み
ま
せ
ん
か
･
･
･
。
ひ

と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
相
談
日
時
（
下
記
日
程
表
参
照
）

①
第
１
金
曜
日
　
午
後
１
時
〜
４
時

②
第
２
水
曜
日
　
午
後
６
時
〜
９
時

③
第
４
金
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
相
談
場
所
＝
①
③
は
泉
南
市
水
道
庁

舎
･
人
権
推
進
部
相
談
室
②
は
樽
井
公
民

館
３
階
控
え
室

▼
相
談
員
＝
阿
古
あ
こ

安
子
や
す
こ

さ
ん
（
ウ
ィ
メ
ン

ズ
セ
ン
タ
ー
大
阪
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

▼
そ
の
他
＝
相
談
時
間
は
１
人
に
つ
き
約

１
時
間
で
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す

▼
申
込
み
＝
電
話
で
事
前
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
男
女
共
同
参
画

係
（
内
線
270
）
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直通　薀 祀２８５５

実施月 
４月 
５月 
６月 
７月 
８月 
９月 
10月 
11月 
12月 
１月 
２月 
３月 

６日貊 １１日貉 ２７日貊 
１１日貊 

１１日貊 

９日貉 ２５日貊 
１日貊 １３日貉 ２２日貊 
６日貊 １１日貉 ２７日貊 
３日貊 ８日貉 

９日貉 

２４日貊 
７日貊 １２日貉 ２８日貊 
５日貊 １０日貉 ２６日貊 
２日貊 ３０日貊 
７日貊 １２日貉 

１４日貉 
２８日貊 
２５日貊 

１日貊 １４日貅 ２２日貊 
７日貊 １２日貉 ２８日貊 

第１金曜日 第２水曜日 第４金曜日 
実施場所 人権推進部 樽井公民館 人権推進部 

太字は変則日程 

平成18年８月号の広報でも掲載しま

したように、一部の行政書士などが戸

籍法で規定されている「職務上の請求

用紙」を使用し、戸籍謄本や住民票の

写しなどが不正取得されるという事件

が各地で発生しております。これら不

正取得された、戸籍謄本などは、結婚

や就職、土地や建物を購入する時に、

差別につながる身元調査に使用されて

いるのではないかと危惧されていま

す。

｠本市では、市民一人ひとりが、地域

社会に根強く残されている偏見や差別

を見抜き、差別解消に向けた人権尊重

のまちづくりをめざすという基本理念

に基づき、平成18年６月に「泉南市人

権政策推進本部に戸籍不正入手密売・

部落地名総鑑差別事件対策部会」を設

置し、戸籍謄本等不正取得や差別身元

調査の防止に努めています。今後とも、

市民のみなさんの個人情報の保護に努

め、市民一人ひとりの人権が尊重され、

安心して暮らせるまちづくりに取り組

んでまいります。

また、これら人権問題に関する相談

については、下記相談あんないでお受

けしています。

▼問合せ＝人権推進課（内線270）

差別身元調査等に関する人
権相談（許さない身元調査）

人
権
週
間
（
12
月
４
日
〜
10
日
）
に
ち

な
ん
で
様
々
な
催
し
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
30
日
〜
12
月
６
日
に
か
け
て
、
イ

オ
ン
り
ん
く
う
泉
南
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
内
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
市
内

保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
生
の
人
権

ポ
ス
タ
ー
、
習
字
、
絵
画
並
び
に
識
字
教

室
の
み
な
さ
ん
の
作
品
展
を
開
催
し
、
連

日
人
権
に
関
す
る
ビ
デ
オ
上
映
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
12
月
３
日
に
は
「
心
の
響

き
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
、
100
名
を
超

え
る
大
勢
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。

12
月
９
日
、
市
内
３
会
場
で
は
、
動
物

の
命
を
い
た
だ
く
か
ら
こ
そ
誰
よ
り
も
そ

の
命
を
大
切
に
し
て
き
た
皮
革
（
太

鼓
）
・
食
肉
産
業
の
実
演
や
講
演
を
通
し

て
、
輊
も
の
・
命
の
大
切
さ
軫
を
学
び
、

様
々
な
人
の
人
権
に
対
す
る
考
え
方
な
ど

を
話
し
合
う
機
会
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ま
た
、
12
月
10
日
、
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、

『
太
鼓
の
響
き
は
「
命
」
の
鼓
動
』
と
題

し
て
、
ど
ん
ど
鼓こ

さ
ん
・
潮
う
し
お

さ
ん
の
一

生
懸
命
さ
の
伝
わ
る
迫
力
あ
る
太
鼓
演

奏
、
ま
た
「
太
鼓
づ
く
り
に
か
け
る
思
い
」

と
題
し
て
、
杉
本
す
ぎ
も
と

大
士
だ
い
し

さ
ん
に
会
場
が
一

体
と
な
る
す
ば
ら
し
い
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
輊
命
の
大
切
さ
軫

に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
270
）

宅
地
建
物
取
引
等
の
場
で
、
同
和
地
区

で
あ
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
り
、
同
和
地

区
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
宅
地
建
物
を
購

入
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
差
別
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
外
国
人
・
障
害
の
あ
る
方
・
高

齢
者
・
女
性
な
ど
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ

け
で
入
居
を
断
る
こ
と
も
差
別
と
な
り
ま

す
。こ

う
し
た
差
別
を
な
く
す
た
め
、
大
阪

府
や
泉
南
市
で
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
界

と
と
も
に
、
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

住
ま
い
の
差
別
を
な
く
し
、
す
べ
て
の

人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
を
私
た
ち

み
ん
な
の
力
で
築
き
ま
し
ょ
う
。

▼
宅
地
建
物
取
引
に
関
す
る
人
権
問
題
の

問
合
せ

大
阪
府
建
築
振
興
課

薀
０
６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
㈹
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【
参
加
者
の
声
】

▼
よ
く
口
に
す
る
お
肉
が
、
人
間
の
手
で

骨
が
取
り
除
か
れ
て
い
る
こ
と
を
は
じ
め

て
知
り
ま
し
た
。
人
の
手
が
か
け
ら
れ
て

売
ら
れ
て
い
る
ん
だ
と
思
う
と
、
無
駄
に

せ
ず
食
べ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
お
肉
を

扱
う
仕
事
は
、
細
部
ま
で
大
切
に
し
、
命

を
大
切
に
し
た
扱
い
方
を
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
も
の
を
大
切
に
し
て

い
こ
う
と
い
う
心
は
と
て
も
素
晴
ら
し
く
、

今
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。
仕
事
に
優
劣
を
つ
け
る
の

は
お
か
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
日

頃
、
自
分
が
発
っ
し
て
い
る
コ
ト
バ
に
も

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
込
め
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。（
会
場
／
樽
井
小
学
校
20
代
）

▼
ま
だ
自
分
が
気
付
か
な
い
差
別
が
あ
る

事
を
知
っ
た
。
具
体
例
が
分
か
り
や
す
か

っ
た
。
本
人
に
意
識
の
な
い
差
別
（
無
知

も
ま
た
罪
）
が
こ
わ
い
事
だ
と
思
う
。（
会

場
／
古
代
史
博
物
館
）

▼
太
鼓
づ
く
り
を
し
て
い
る
人
た
ち
の
牛

を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
、
皮
を
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

一
生
懸
命
話
さ
れ
て
い
る
渡
辺
さ
ん
か
ら

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。（
会
場
／
信
達
公
民

館
50
代
）

▼
子
ど
も
と
一
緒
に
話
が
聞
け
た
の
が
良

か
っ
た
で
す
。
杉
本
さ
ん
の
話
の
中
で
、

「
親
子
の
間
で
も
『
ご
め
ん
な
さ
い
』『
あ

り
が
と
う
』
が
言
え
ま
す
か
？
」
の
言
葉

に
、
子
ど
も
が
手
を
上
げ
、
親
も
手
を
上

げ
た
事
に
小
さ
な
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

（
会
場
／
文
化
ホ
ー
ル
40
代
）



（2007.3） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
子
保
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 
乳がん検診 
子宮がん検診 
 

健康相談 
栄養相談 

3種混合予防接種 
（ジフテリア、破傷風 
　百日せき）　 

ニコニコうさぎ健診 

地域リハビリ教室 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。ただし、医師への相談は電話での予約が必要です。 

4か月児健康診査／BCG予防接種 3月7日貉 4月4日貉 
平成18年10月生 
平成18年11月生 

身体計測、内科診察、個別相談、ブックスタート、ＢＣＧ予防 
接種（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

平成16年8月生 
3月22日貅 
午後0時45分～ 
1時45分 

第1期（3種混合）は、生後3か月～7歳6か月（できるだけ生後3歳まで）の間に計4回。 
▼初回接種＝生後3か月に達したら約4週間隔で3回 
▼追加接種＝初回接種の3回終了後1年～1年半の間に1回 
第2期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学6年生）の人に1回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

4月6日貊、9日豺、 
16日豺、23日豺 
午後1時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組 
（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳児と保護者 

3歳6か月児健康診査 3月14日貉  午後0時半～1時10分 平成15年8月生 
身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

3月20日貂 
3月27日貂 
4月17日貂 
4月24日貂 
午後１時半 
～２時半 

リトルままサロン 3月23日貊 午後1時半～3時 
妊産婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談、ミニ講座等。 
予約不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票、 
コップ。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

歯みがき教室 3月22日貅 
午後1時～1時20分 

平成16年7月生 
平成17年7月生 

ブラッシング指導。予約不要。携行品は、母子手帳、 
歯ブラシ、コップ、筆記用具、お茶。 
4日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、 
手作りおもちゃ、個別相談（保育、栄養、歯）、沐浴。 
なるべく5か月以降の安定期にご参加ください。 

乳児後期健診 病・医院の 
診察時間 満9か月～1歳未満 4か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 でお受けください。但し、1歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第1～3金曜日 
午後1時～2時半 

毎月第1～4金曜日 
午後1時～2時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関す 
る相談に応じます。ただし、事前予約が必要です。 ▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼東信達老人集会場 
　　第2木曜日 
　　午後2時から 
　　1時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

1歳6か月児健康診査 3月28日貉 午後０時半～１時半 平成17年8月生 
身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

離乳食講習会 4月23日豺 
午後1時15分～3時10分 

離乳期の乳児の保護者 
定員20組（要予約） 

リトルまま教室の妊婦との交流。講義と実演。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） 3月23日貊 午後1時半～3時 乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 
お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

ＢＣＧ予防接種 
3月7日貉 
4月4日貉 
午後2時～3時 

生後3か月～6か月未満の乳児。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
ツベルクリン反応検査はありません。 

行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

精神保健福祉相談 
医療相談 

献　血 

月～金午前9時～12時15 
分、午後1時～3時45分 

大阪府泉佐野保健所へ 
お問い合せください。 実施場所は大阪府泉佐野保健所　薀462-7701

大阪府下の当日と翌日の献血場所は 
薀0120-524-133でご案内しています。 
▼問合せ＝泉南市献血推進協議会 薀482-7615

3月20日貂  イオンりんくう泉南ＳＣ 
午前10時～正午、午後1時～4時半 
 

安心して医療を受けられるようサポートしています。 
実施場所は大阪府泉佐野保健所　医療相談窓口　薀462-7701

Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 第3水曜日　午前9時半 ～10時半（要予約） 
事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所　薀462-7701

リトルまま教室（両親教室） 

麻しん・風しん予防接種 
随時。市内指定医 
療機関へ直接申し 
込んでください。 

第1期は、生後12か月～2歳未満に1回。第2期は5歳～7歳未満で小学校に入る 
1年前から前日までに1回。 

（2歳6か月児歯科健康診査・親子教室） 

 

 

 

平成18年10月31日をもって、本年度の医療機関での検診は終了しました。 
なお、平成19年度（平成19年4月以降）については、4月に発行する年間行事予定表 
またはホームページ（http://www.city.sennan.osaka.jp/̃hokencenter/index.htm) 
にてご確認ください。 
▼問合せ　保健センター（薀482-7615） 
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対
象
年
齢
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
第
１
期
＝
生
後
12
か
月
〜
２

歳
未
満

▼
第
２
期
＝
５
歳
〜
７
歳
未
満

で
、
小
学
校
に
入
る
一
年
前
か

ら
前
日
ま
で
の
児
童

▽
第
一
期
・
第
二
期
と
も
麻
し

ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

各
１
回
接
種

▽
麻
し
ん
、
風
し
ん
の
ど
ち
ら

か
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
か
か

っ
て
い
な
い
方
の
ワ
ク
チ
ン
を

単
独
で
接
種
し
ま
す

▽
平
成
12
年
４
月
２
日
〜
平
成

13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
第
２

期
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な

い
方
は
今
年
度
中
（
平
成
19
年

３
月
31
日
貍
ま
で
）
に
接
種
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

〜
一
緒
に
考
え
よ
う
！

親
子
の
き
ず
な
〜

妊
娠
中
の
今
、
新
し
い
家
族

を
迎
え
た
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を

し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
３
月
11
日
豸
午
前
９

時
45
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
３
階

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
内
容
・
講
師
＝
①
講
義
「
家

族
の
か
た
ち
、
子
育
て
に
つ
い

て
」
前
川

ま
え
か
わ

登
代
美

と
よ
み

さ
ん
（
発
達

相
談
員
）

②
赤
ち
ゃ
ん
と
交
流
・
先
輩
ま

ま
ぱ
ぱ
育
児
体
験
談

③
沐
浴
実
習

▼
対
象
＝
妊
婦
と
そ
の
夫
（
お

一
人
で
の
参
加
も
可
能
で
す
）

▼
定
員
＝
20
名

▼
費
用
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
一
時
保
育
は
問
合

せ
く
だ
さ
い

▼
主
催
＝
泉
南
市
地
域
家
庭
教

育
推
進
協
議
会

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
８

日
貅
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
ま
た
は
電
話
で
受
付

▼
と
き
＝
３
月
20
日
貂
、
27
日

貂
午
後
１
時
半
〜
２
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
11
歳
以
上
13
歳
未
満

（
第
二
期
）
で
、
ま
だ
受
け
て
い

な
い
方

▼
携
行
品
＝
母
子
手
帳
、
筆
記

用
具
、
印
鑑

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
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申
込
み
・
問
合
せ
＝
蕕
482
７
６
１
５

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防

接
種
に
つ
い
て

ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
の
予
防
接
種

▼費用＝▽注射料金2,650円

▽注射済票交付手数料550円

▽登録手数料3,000円（平成

７年４月以降に登録をされた

方は不要です）

▼携行品＝注射済票交付手数

料領収書用紙（事前に郵送し

ます）

▼その他＝▽死亡・変更の受

付、鑑札の再交付も行います

▽開始時間が遅れる場合があ

ります

▽雨天等で中止になる場合が

あります

▼問合せ＝保健センター

4月3日貂 

月　日 時　間 場　所 月　日 時　間 場　所 

10:00～10:45

11:00～11:30

13:30～14:00

14:15～14:45

15:00～15:20

男里老人集会場 

馬場老人集会場 

幡代老人集会場 

岡中朝日山住宅入口 

4月4日貉 

10:00～10:45

11:00～11:40

13:30～14:30

浜区民センター 

樽井小学校正門前 

樽井公民館 

岡中老人集会場 

10:00～10:30

4月5日貅 
10:45～11:30

13:30～14:30

14:45～15:15

渚団地公園 

西信達公民館 

4月6日貊 
10:00～10:30

10:45～11:30

兎田老人集会場 

東和苑公園前 

マーブルコースト２号公園 

人権ふれあいセンター 

4月6日貊 
13:30～14:50

15:00～15:40

10:00～10:35

10:45～11:15

11:30～11:45

新家公民館 

新家幸徳大橋北側 

大苗代老人集会場 

市場敬老会館 

4月9日豺 
13:30～14:00

14:15～14:30

14:45～15:15

図書館駐輪場 

十二本松遙拝所 

信達公民館 

市場大発団地公園 

9:45～10:00

4月10日貂 
10:20～11:30

13:30～15:00

15:10～15:45

新家八幡山団地入口 

砂川集会場 

4月15日豸 10:00～12:00 保健センター 

府警団地集会場 

東信達（金熊寺）老人集会場 

※犬は十分に制御できる方がお連れください 

子
育
て
講
座
「
プ
レ
ま

ま
　
プ
レ
ぱ
ぱ
教
室
」

現在、日本脳炎ワクチン

の接種によってADEM（急

性散在性脳脊髄炎）が起き

る可能性が否定できないの

で、安全なワクチンができ

るまで接種を見合わせてい

ます。日本脳炎の流行地へ

渡航するなどの理由で、本

人または保護者が希望され

る場合はご相談ください。

なお、再開する際は広報

等でお知らせしますので、

ご確認ください。

▼問合せ＝保健センター

日本脳炎予防接種の
実施を見合わせます



ケーブルテレビのチャン

ネル９では、泉州地域４市

３町の地域情報番組「わく

わく！りんくう」を映像と

文字番組で放送しています。

ただし、視聴するにはケ

ーブルテレビへの加入が必要です。また、視聴できな

い地域がありますのでご了承ください。

今年度から泉南市の「わくわく！りんくう」は１か

月間１番組となっています。

▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:20～）

▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:20～）

▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:20～）

▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝譁ジェイ

コム関西・りんくう局

薔0120－089－344

▼問合せ＝情報管理課（内線227）

わくわく！りんくう地域情報を放送中 

３月１日貅 
　　～ 
３月３１日貍 

身近な行楽施設である市 
内各所の公園６か所にス 
ポットをあてレポーター 
により紹介します。 

公園めぐり 

10

文化に触れることで
互いの理解が深まる

父親講座「親子でキャンプ2007」が青少年の森で
行われました。キャンプといっても朽ち木や枯れ枝、
落ち葉などを使って親子でシェルターを作りその中
で寝袋で眠るというもの。お父さんの性格が反映さ
れているのか、竹のしなりを利用したドーム型のも
のや、枯れ枝で細かく骨組みを施したものなど多様
で、一方、子どもたちも自分の寝床がかかっている
とあって、屋根となる落ち葉の収集を懸命に手伝っ
ていました。この日の最低気温は－1℃、しかしその
寒さよりも子どもたちには頼もしいお父さんの姿が
強く印象に残ったのではないでしょうか。（1月27日）

親子で力を合わせて作ったシェルター

忘れられない思い出

23

タイ大学生との国際交流事業が泉南市ABC委員会主催のもと行われました。タイの大学で日本語を勉強中の学
生６名が泉南市を訪れ、文化交流会などのイベントが開催されました。この交流会では、タイの学生達が日本語
を駆使して、タイの文化や歴史、習慣などについて紹介してくれました。母国から持参したポスターや写真を活
用した紹介では参加者に見えやすいように一人ひとりが資料を手に会場をまわり、その際に参加者からの質問に
も答えているようで会場のあちらこちらで笑顔が絶えませんでした。その他、タイ衣装の着付け体験なども行わ
れ、体験者からは「ゆったりとした衣装で余裕のある感じがする」といった感想が聞かれました。 （1月23日）

平
成
18
年
度
全
国
統
一
標
語

３
月
１
日
貅
〜
７
日
貉
ま

で
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
予

防
運
動
で
は
、
火
災
予
防
思

想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高

齢
者
等
を
中
心
と
し
た
死
者

を
減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
消
防
本
部
で
は
次

の
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

①
火
災
予
防
広
報

大
阪
市
消
防
局
に
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
防
火
広
報
を

依
頼
す
る
と
と
も
に
、
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
員
と
消
防
職
員

の
防
火
広
報
を
実
施
し
ま
す

②
予
防
査
察

市
内
事
業
所
に
消
防
職
員

を
派
遣
し
、
従
業
員
の
防
火

指
導
と
施
設
の
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、
事
業
所
の
火
災
予
防

に
努
め
ま
す

③
独
居
老
人
防
火
診
断

女
性
消
防
団
員
の
協
力
で

運
動
期
間
中
に
独
居
老
人
宅

を
訪
問
し
、
防
火
診
断
を
実

施
し
ま
す

住
宅
防
火

〜
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〜

３
つ
の
習
慣

笊
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

笆
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す

い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で

使
用
す
る

笳
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば

を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火

を
消
す

４
つ
の
対
策

縡
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
を
設

置
す
る

縒
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
製
品
を
使
用
す
る

縱
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消

す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器

等
を
設
置
す
る

縟
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自

由
な
方
を
守
る
た
め
に
、
隣

近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
消
防
本

部
薀
485
０
１
１
９

消
さ
な
い
で
あ
な
た
の
心
の
注
意
の
火
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【団体の部】
▼卓球（一般＝泉南Ｂ）▼ソフトボール（一般男子＝
レジェンド、同女子＝オールオオサカ、壮年男子＝シ
ニアセレクターズ）▼ゲートボール（一般＝大苗代

おのしろ

）
▼バレーボール（一般女子＝てまりＢ、学童＝泉南Ｂ）
▼少林寺拳法（演武高学年＝一丘道院

いちおかどういん

Ａ、同低学年＝
一丘道院Ａ）▼軟式野球（一般Ａ級＝泉南市役所、同
Ｂ級＝泉南クラブ、同Ｃ級＝チキンズ、学童＝イース
トアイアンズ、ジュニア＝新家

しんげ

スターズＡ）▼サッカ
ー（一般＝エヌイズム、小学5.6年＝FCプーサン06、
同3.4年＝ほんまぐろ、同1.2年＝サイキョウチーム）
【個人の部】
▼ソフトテニス（学童男子＝桜井

さくらい

翔
しょう

・後藤
ごとう

真之介
しんのすけ

、同
女子＝山内

やまうち

裕紀子
ゆきこ

・川村
かわむら

優
ゆう

、同初心者＝山口
やまぐち

あかね・

木下
きのした

咲輝
さき

、一般男子＝洞
ほら

隆夫
たかお

・大谷
おおたに

雅彦
まさひこ

、壮年＝渡邊
わたなべ

勝治
かつじ

・新田
にった

和美
かずみ

、一般女子Ａ＝沖野
おきの

京子
きょうこ

・ 竹林
たけばやし

春
はる

子
こ

）
▼テニス（一般男子Ｄ＝樋口

ひぐち

徹
とおる

・岡田
おかだ

稔
みのる

、同女子
Ｄ＝中居

なかい

沙弥香
さやか

・足立
あだち

那津未
なつみ

、同男子Ｓ＝田村
たむら

英登
ひでと

）
▼卓球（一般男子＝稲谷

いなたに

茂雄
しげお

、同女子＝下薗
しもぞの

優貴
ゆうき

、壮
年（50歳以上）＝笠川

かさがわ

高丸
たかまる

、学童Ａ＝与野
よの

航
わたる

、学童
Ｂ＝稲井

いない

裕美
ひろみ

）▼トランポリン（幼児の部＝江野脇
えのわき

瑠
る

那
な

、個人1年生＝木下
きのした

海斗
かいと

、同2年生＝小林
こばやし

未可子
みかこ

、同
3年生＝山本

やまもと

郁威
かい

、同4.5年生＝呉田
くれた

渉悟
しょうご

、同6年生以
上＝大西

おおにし

沙知
さち

、シンクロＡ＝木下
きのした

海斗
かいと

・又野
またの

あづな、
同Ｂ＝笹岡

ささおか

胡桃
くるみ

・大西
おおにし

香那
かな

、同一般＝北岡
きたおか

充乃
みつの

・石谷
いしたに

幸恵
ゆきえ

）▼剣道（小学4年生以下＝添田
そえだ

慶士
けいじ

、同5.6年
生＝立石

たていし

隼人
はやと

、中学生＝岡田
おかだ

拓也
たくや

、初心者＝岩間
いわま

英始
えいし

）
▼グランドゴルフ（個人の部＝富永

とみなが

正児
まさじ

）▼少林寺
（小学低学年白～黄帯＝田中

たなか

勝弥
まさや

・浅井
あさい

正利
まさとし

、同緑帯＝
美野
みの

甫
はじめ

・水野
みずの

裕文
ひろふみ

・横山
よこやま

詩奈
うたな

、同高学年白帯～緑帯＝
村上
むらかみ

智哉
ともや

・小椋
おぐら

圭貴
けいき

、同低学年茶帯＝奥田
おくだ

祐矢
ゆうや

・山田
やまだ

脩人
しゅうと

、小学生女子＝妙中
たえなか

麻衣
まい

・中谷
なかたに

仁美
ひとみ

、小学高学年
茶帯以上＝長尾

ながお

聡
さとし

・石上
いしがみ

雄一郎
ゆういちろう

、中学生有段＝三木
みき

翔大
しょうたい

・中田
なかた

麗希
かずき

、中学生段外＝奈須
なす

将志
まさし

・隅谷
すみたに

洋哉
ひろや

、
組演武一般＝味喜

みき

翔吾
しょうご

・味喜
みき

龍位
りゅうい

・石飛
いしとび

一孝
かずたか

、単独演
武低学年＝水野

みずの

裕文
ひろふみ

、同中学年＝木村
きむら

直人
なおと

、同高学
年＝ 上久

じょうきゅう

沙和
さわ

）▼柔道（幼児の部＝佐々木
ささき

廉太郎
れんたろう

、小
学1年生＝尾上

おがみ

圭介
けいすけ

、同2年生＝田頭
たがしら

周也
しゅうや

、同3年生＝
東口
ひがしぐち

遼
りょう

、同4年生＝文野
ぶんの

浩樹
ひろき

、同5年生＝横田
よこた

住哉
すみや

、
同6年生＝七野

しちの

和人
かずと

、中学1年＝昆田
こんだ

祥幸
ただゆき

、同2.3年＝
橋本
はしもと

隆毅
りゅうき

、中学女子＝椎葉
しいば

来夏
らいか

、一般段外＝名塩
なしお

廉平
れんぺい

、
同初段＝平田

ひらた

英樹
ひでき

、同弐段＝根田
こんだ

智之
ともゆき

） （敬称略）

第36回泉南市総合体育大会の各種目別
優勝者（チーム・個人）
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所有者の祖父が、海軍にいた

頃のものです。明治29年から４

年間に乗船した艦船の名前や寄

港地などが記されています。

祖父は、軍隊にいた頃のこと

をほとんど話してはくれなかっ

たそうです。明治20年代に世界

有数の速度をほこった「吉野」

など歴史にのこる艦船に乗船し

ていましたが、所有者が記憶し

ているのは「オーストラリアへ

の航海で、真冬に日本を出航し

た数日後には夏服に着替えさせ

られた」ことぐらいだそうです。

そんな祖父の人柄は、ひとこ

とで言うと「まじめ一本なひと」。

所有者も「まじめ一本」だった

祖父を目標に、これまでがんば

ってきたそうです。当時地区で

もめずらしかった海軍での記録

は、所有者にとっては尊敬する

祖父が生きた証。いまも心のさ

さえになっているのかもしれま

せんね。

泉南市に関係し、所有者が大切に思い、活用したいと強く思うものであれば「せんなんのたからもの」。

教育委員会ではみなさんがお持ちの「せんなんのたからもの」を募集しています。

▼応募・問合せ＝古代史博物館薀483-6789
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